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Host Plants of the Subfamilies Apoderinae and Attelabinae (Coleoptera, 
Attelabidae) in the Chubu District Central Honshu, Japan 


Chiharu UEHARA and Kunio SUZUKI 
Department of Biology, Faculty of Science, Toyama University 
Gofuku, Toyama, 930-8555 JAPAN 


A total of 183 (including 95 new) host plants of 21 Attelabinae and Apoderinae species 
(Coleoptera, Attelabidae) were reported from 4 (Toyama, Ishikawa, Gifu, and Nagano) 
Prefectures of the Chubu District central Honshu, Japan, based on the results of intensive 
field observation and some experiments under laboratory conditions in 1995-97. Host selection 
and/or preference in two taxonomically problematical Species groups, Apoderus 
(Compsapoderus) spp. and Paratrachelophorus spp., were discussed. Several future problems 
concerning host preference in (he Attelabidae were pointed out. A new forma name f. monticolus 
K. Suzuki et Uehara was given for the forms with entirely black body coloration which occur in 
high mountain areas in the Chubu District. 

Key words : Coleoptera, Attelabidae, Attelabinae, Apoderimae, host plant selection 


1995~97 年 に お ける 野外 で の 観察 と 室内 飼育 の 結果 に 基づい て , 本 州 中 部 地方 4 県 ( 富 
山 ・ 石 川 ・ 岐 阜 ・ 長 野 県 ) に 生息 する オト シブ ミ ・ ア シナ ガオ トシ プ ミ 両 亜 科 ( 輔 次 目 , オ ト 
シ プ ミ 科 ) 21 種 の 寄主 植物 計 183 種 ( 新 記録 95 種 を 含む : Uehara & Suzuki, 準備 中 ) を 報告 し 
た 。 種 の 認定 を めぐ っ て 分 類 学 上 異論 の ある 2 つの 種 群 , ヒメ クロ オト シブ プ ミ 種 群 と ヒゲ ナガ 
オト シ プ ミ 種 群 (オト ンプ ミ 亜 科 ), に お ける 寄主 植物 選好 性 に つい て 論議 する と と も に , オ 
トシ プ ブ ミ 類 の 食性 を めぐ る 諸 問 題 に つい て 今後 特に 考 宛 さ れる べき 問題 点 を 指摘 し た 。 今 後 の 
論議 の 便宜 の た め に , 中 部 地方 の 山岳 地帯 に 出現 する セア カ ヒ メ オト シブ ミ の 全体 黒色 の 個体 
に , Fmonticolus K. Suzuki et Uehara の 型 名 を 与え た 。 
キー ワー ド : 輔 次 目 , オ トシ ブ ミ 科 , オト シン ブ ミ 亜 科 , アシ ナガ オト シブ ミ 亜 科 , 寄主 植物 。 


1. 序 

日 本 列島 に 生息 する 昆虫 類 は , 10 万 種 を 下らない と 
推定 され て いる (九州 大 学 農学 部 昆虫 学 教室 ・ 日 本 時 
生生 物 研究 セン ター 編 , 1989) が , これ まで に 明らか 
に され て いる も の は その うち の 3 万 種 強 に 過ぎ な い 。 
最近 , 生物 多様 性 biodiversity の 保全 を めぐ る 論議 が 
盛ん に な っ て きた 。 生物 多 様 性 "の 語 が , 生物 種 の 数 
と いう 限定 され た 意味 で 用 いら れる こと の 多い こと は 
遺 憎 で ある 。 生 物 多 様 性 は , 生態 ・ 行 動 ・ 生 理 ・ 発 生 ・ 
遺伝 等 々 , 生物 現象 の あら ゆる 側面 に 及 ん で お り , そ 
の 保全 の た め の 方 策 を 模索 する に は 地域 生物 相 の 実 惑 
を 具体 的 か つ 詳 細 に 把握 する こと か 必要 不可 欠 の 要請 
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で ある が , 同時 に 個々 の 生物 種 の も つ 内 部 的 多様 性 , 
つま り 種 を 構成 する 地域 個体 群 , さら に は それ を 構成 
する 個体 の レヴ ェ ル に つい て まで 視野 に 入れ る 必要 が 
ある (cf. 鈴木 , 1992). 地域 個体 群 の 絶滅 は , 各地 で 
頻繁 に 起き て お り , これ 以上 種 の 内 部 的 多様 性 が 急速 
に 失わ れつ つ あ る 現状 を 黙 視 する こと は で き な い 。 

地域 生物 相 の 解明 は , 主 に その 地域 に 活動 拠点 を 置 
く 自然 誌 研究 家 の 努 力 に よっ て 進め られ て きた が , 昆 
虫 に つい て 言え ば チョ ウ 類 や トン ボ 類 な どき わ め て 限 
られ た 一 部 の 群 を 除け ば , ある 地域 に いっ た い ど の よ 
うな 種 が 生活 し て いる の か と いう も っ と も 基礎 的 な 情 
報 す ら 必ず し も 充分 に は 得 ら れ て いな い の か 実情 で あ 


上 原 千春 ・ 鈴 木 邦雄 


る a 

さて , オト シブ ミ 科 Attelabidae は , 日 本 列島 か ら 
は オト シ プ ブ ミ 亜 科 Apoderinae 14 種 , アシ ナガ オト シ 
ブ ミ 亜 科 Attelabinae 9 種 , チョ ッ キ リゾ ウム シ 亜 科 
Rhynchitinae 62 種 が 知ら れ て いる 。 本稿 で は , 前 2 亜 
科 を 「 オ トシ プ ブ ミ 類 」 と 総称 する 。 オ トシ プ ミ 科 の 播 
盤 形成 行動 は , 古く か ら 多 く の 研 究 者 の 関心 を 集め , 
さま ざま な 角度 か ら 研 究 さ れ て きた 。 特 定 種 に 関す る 
断片 的 な 記述 や 解説 な ども 含め る と , 既に 移し い 数 の 
文献 資料 が 蓄積 し て いる 。 筆 者 ら は , 最近 , この 科 の 
摇 艇 形成 上 摇篮 构造 包 阅 才 召 狗 250 篇 四 文献 四 目 俏 在 
作成 し た (鈴木 ・ 上 原 , 1996, 1997b)。 

筆者 ら は , 1995 年 以降 , 主 に 本 州 中 部 地方 4 県 ( 富 
山 ・ 石 川 ・ 岐 阜 ・ 長 野 県 ) で , 10 属 21 種 の オト シブ ミ 
類 の 揺 氏 形成 の 過程 を 観察 する と 共に , 完成 し た 授 盤 
を 多数 採集 し て きた 。 揺 盤 の 基本 構造 を 折紙 的 発想 に 
立っ て 徹底 的 に 解析 し た 結果 , 多く の 点 で 従来 の 知見 
と は 異な る 理解 を 得 , 新た な 派生 的 問題 を 多数 見 い だ 
し た 。 そ れ ら の 研究 結果 は , 約 15 篇 の 論文 で 公表 し た 。 
また , 最近 , 筆者 ら の 研究 結果 を 中 心 と し て 日 本 産 オ 
トシ ブ ミ 類 全 種 の 播 葉 構 造 と その 形成 過程 に 関す る 総 
説 を まとめ た (鈴木 ・ 上 原 , 1997c)。 

オト シブ ミ 類 の 生態 や 行動 , 地理 的 分 布 や 分 類 な ど 
を めぐ っ て , 多く の 興味 深い 未 解決 の 問題 が ある 。 特 
に 広域 分 布 種 と その 近 縁 種 は , 多く の 問題 を われ われ 
に 提示 し て いる 。 日 本 産 オ トシ ブ ミ 類 全 23 種 の 多く は , 
か な り 広 域 に 分 布 し て お り , 富山 ・ 石 川 ・ 岐 阜 ・ 長 野 
4 県 下 に は それ ら の うち 北海 道 に 分 布 す る オオ コブ オ 
トシ ブ ミ Phymatapoderus subornatus (Sharp, 1889) を 
除く 22 種 が 生息 し て いる 。 し か し , 基本 的 な 生活 史 が 
判明 し て いる 種 は むし ろ ご く 少 数 で あり , 種々 の 研究 
の 基礎 と な る 分 類 学 上 未 解 決 の 問題 を か か えた 種 群 も 
多い (cf. 鈴木 ・ 上 原 , 1997a, c)。 コ ブル リオ トシ プ 
ミ Euops (Kobusynaptops) pustulosus Sharp, 1889 を 除 
く 21 種 に つい て , 筆者 ら が 野外 で 観察 ・ 記 録 し た 寄主 
植物 は 約 200 種 に 及び , それ ら の うち 従来 全く 報告 の な 
か っ た た 寄主 植物 は 計 100 種 を 超え て いる (鈴木 ・ 上 原 , 
1997a : Uehara&& Suzuki, 準備 中 )。 

植 食性 昆虫 phytophagous insect で ある オト シブ ミ 類 
の 生活 史 戦 略 は , 必然 的 に か れ ら の 生息 地 に お ける 植 
生 環 境 に 依存 する こと に な る 。 現在 われ われ が 認知 し 
うる 寄主 植物 の 利用 範囲 や その 利用 形態 の 多様 性 は , 
同一 の 生態 的 地位 を 占め る 近 縁 種 間 , 個体 群 間 . ある 


い は か れ ら と 寄主 植物 の 間 の 攻防 の 歴史 を 反映 し て い ・ 


る と 考え られ る 。 日 本 列島 の 各地 で , 特定 地域 の オト 
シブ ミ 群集 と 寄主 植物 群集 の 関係 を で きる だ け 全 体 的 
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か つ 詳 細 に 把握 する こと は , か れ ら の 生活 史 戦 略 や そ 
の 進化 を 考察 し て いく 上 で の 基礎 資料 と し て 重要 に な 
る と 考え られ る 。 

本 稿 で は , 筆者 ら が 本 州 中 部 地方 4 県 下 で 実際 に 確 
認 し た オト シブ ミ 類 の 全 寄 主 植物 を 報告 する 。 ま た 
これ まで の 観察 結果 を 中 心 に . オト シブ ミ 類 の 寄主 植 
物 選好 性 を めぐ る いく つか の 側面 に つい て 考察 し , 今 
後 の 課 題 な ど を 指摘 する 。 


2. 方 法 お よび 結果 

表 1 に , 1995 年 6 月 上 旬 ~ 9 月 下旬 , 96 年 4 月 下旬 ~ 
9 月 下旬 お よび 97 年 4 月 上 旬 ~11 月 中 旬 に , 富山 ・ 石 
川 ・ 岐 阜 ・ 長 野 4 県 下 で 採集 し た オト シ プ ミ ・ ア シナ 
ガオ トシ ブ ミ 両 亜 科 の 揺 息 の デー タ を 示し た 。 寄主 植 
物 の ほとん ど は , 野外 で 実際 に メス 成虫 に よる 揺 驚 形 
成 を 観察 する か , 採集 し た 揺 筐 を 実験 室内 で 飼育 後 
成虫 の 羽化 を 確認 する こと に よっ て 記録 し た 。* 印 で 
示し た 一 部 の 揺 僅 に つい て は , 野外 に お ける 諸 状 況 か 
ら ま ず 間 違い な いと 思わ れる 反 径 の 形成 種 を 特定 し 
た 。 ま た , ご く 一 部 , 揺 僅 形 成 は 確認 し て いな いも の 
の 野外 で 成虫 に よる 摂 食 を 確認 し た も の に つい て は , 
採集 し た 成虫 の デー タ を 記し た 。 

オト シブ ミ 類 各種 の 分 類 学 上 の 扱い や 学名 ・ 和 名 の 
表記 に 関し て は , 基本 的 に は 森本 (1992) に 従っ た 。 
寄主 植物 に つい て は , 現在 入手 し 得る 標準 的 な 図鑑 で 
ある 佐竹 義 輔 外 編 (1981-82 ; 1989)『 日 本 の 野生 植物 』 
の 草本 篇 I - ル お よび 木 本 篇 I -I (平凡 社 , 東京 ) に 
従っ て 整理 ・ 記 載 し た 。 以 下 の 本 文中 で は , 特に 必要 
の な い 限 り , オト シブ ミ 類 各 種 お よび 寄主 植物 の 学名 
は 記さ な い の で 注意 され た い 。 


3. 論議 ー- オ トシ ブ ミ 類 の 寄主 植物 選好 性 を めぐ る 諸 

问题 一 

昆虫 と 植物 の 間 に 現在 見 られ る 相互 作用 と その 多様 
性 は , 両者 の 共進 化 の 結果 も た ら さ れ た も の で ある 。 
植 食性 昆虫 の 寄主 植物 選好 性 host plant preference は , 
昆虫 が 利用 する 寄主 植物 の 範囲 , 寄主 植物 の 含有 する 
化学 成分 や 栄養 と の 関係 , 寄主 植物 を 認知 する 昆虫 の 
視覚 ・ 喚 覚 な どの 感覚 器官 の 構造 と その 生理 , 寄主 植 
物 を 選択 する 諸 過 程 に お ける 昆虫 の 行動 , その 寄主 植 
物 に 依存 し て いる 昆虫 の 生活 史 戦 略 , 寄主 植物 選好 性 
の 遺伝 的 変異 な ど , さま ざま な 角度 か ら 研 究 さ れ て き 
て いる 。 こ こ で は , オト シブ ミ 類 の 寄主 植物 選好 性 を 
めぐ る 以上 の さま ざま な 問題 の うち , 利用 植物 の 範囲 
に 関連 し た いく つか の 事項 に 焦点 を 絞っ て 論じ る こと 
と する 。 


本 州 中 部 地方 に 生息 する オト シブ ミ 類 ( 朝 起 目 , オト シブ プ ミ 科 ) の 寄主 植物 


3.1. オト シブ ミ 類 の 寄主 植物 選好 性 

筆者 ら は , 多数 の 文献 を 渉猟 し , 日 本 産 オ トシ ブ ミ 
類 全 23 種 の 既知 寄主 植物 一 覧 を 作成 し た (鈴木 ・ 上 原 , 
1997a)。 筆 者 ら が 野外 で 観察 し た 各種 に つい て の 新 記 
録 の 寄主 植物 は 計 100 種 ほど に な る (Uehara & Suzuki, 
準備 中 )。 

オト シブ ミ 類 に は , 種 に よっ て 極め て 限ら れ た 種類 
の 植物 を 寄主 と し て いる も の か ら , 多種 多様 の 植物 を 
利用 し て いる も の まで ある 。 例え ば, オト シブ プ ミ 亜 科 
の エゴ ツル クビ オト シブ ミ の 寄主 植物 は , 1 科 1 属 に 
属す る わずか 2 種 に 限ら れ て いる が , ウス アカ オト シ 
プ ブ ミ は, 系 統 的 に も 全く 異な る 20 科 以上 の 寄主 植物 を 
利用 し て いる ( 表 2)。 

植 食 性 昆虫 の 食性 は , その 範囲 に よっ て , 一 般 に 単 
食性 monophagy, 狭 食性 oigophagy お よび 広 食性 
polyphagy に 分 けら れ て きた 。 筆者 ら は , オト シブ ミ 
亜 科 お よび アシ ナガ オト シブ プ ミ 亜 科 両 群 の 寄主 植物 選 
好 性 に つい て の 議論 を 進め る に あたっ て , Bernays & 
Chapman (1994) の 定義 を 踏ま を え , それ ら の 各々 を 便 
宜 的 に さら に 2 ある い は 3 つの 亜 群 に 分 け , 以下 の 7 
群 を 区 別 し た (鈴木 ・ 上 原 , 1997c)。 


単 食性 : 次 の 2 亜 群 に 分 ける . 

MA : 単 一 の 植物 種 に 寄生 する こと . 
る オト シ プ ブ ミ 類 は 確認 され な い . 

Ms : 単 一 属 の 複数 の 植物 種 に 寄生 する こと . エゴ 
ツ 小 交 ビ ドジ ジブ, 

狭 食 性 : 次 の 2 亜 群 に 分 ける . 

OA : 単 一 科 の 複数 属 の 植物 種 に 寄生 する こと . ナ ラ 
沙 り オト ジル ダ ミ . 

O』 : 3 未満 の 科 の 植物 種 に 寄生 する こと (し ば し ば 
分 離 狭 食 性 disjunct oligophagy と 呼ば れる ). ムツ モン 
ドジ デミ 。 ジマ アダ グラ 時 ドウ デミ 。 ゴマ ダラ ポト 
ジグ プペ 。 オオ コブ オト シブ ミ 。 アシ ナチ が オト シ デ プ ミ 。 
2\ ギ 光り リオ ト ジ プ ミ , ケシ ジル リオ トシ プ ミ 。 

広 食性 : 次 の 3 亜 群 に 分 ける . 

P。: 3-5 科 の 植物 種 に 寄生 する こと . ナミ オト シ 
ダミ 。 ヒメコ ヨタ オド トシ ダミ ゲカ クビ ナカ オト シダ グミ , 
ルイ 多 ア シナ が トシ ジン ミ 。 ビ ロー ラド アウ ツナ カオ ドジ シ 
ズレ リオ ホシ 

Ps : 6-10 科 の 植物 種 に 寄生 する こと . ウス モン オ 
ドジ ツジ フミ キイ 互 上 ヒゲ ナカ オド シグ ミ 。 ヒゲ ナガ オト 
ジミ 。 ルド ジグ アミ 。 カシ ルリ オト シズ ミ 。 

Pe : 11 以 上 の 科 の 植物 種 に 寄生 する こと . ヒ メ ク ロ 
ボド シア ミ 。 アカ メオ トシ グミ 。 ウス アカ オト シ 
ダミ 。 


これ に 相当 す 
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し ば し ば , 上 の 定義 に よる 単 食性 と 狭 食 性 の 種 を 合 
わせ て スペ シャ リス ト specialist , 広 食性 の 種 を ジェ 
ネ ラ リス ト generalist と 呼ぶ 。 た だ し , 定義 自体 か ら 
明らか な よう に , 狭 食性 と 広 食性 の 区 別 は も と も と 相 
対 的 で ある か ら , 特に 隣り 合っ た 群 の 境界 は し ば し ば 
曖昧 で ある 。 ま た , 後述 の よう に , オト シブ ミ 類 の 種 
の 寄主 植物 選好 性 は , 状況 に よっ て か な り 変 化す る こ 
と が ある の で , 今後 の 調査 に よっ て 新 寄主 植物 が 追加 
され る に つれ て , 各種 の 全体 と し て の 食性 の 評価 は , 
MA 一 Ma 一 OA >0』 つ P。 一 Pa 一 Pc と 徐々 に 移行 し て 
いく 可能 性 が ある こと を 承知 し て お く 〈 く 必要 が あろ う 。 
3.2. 本 州 中 部 地方 に 生息 する オト シブ プ ミ 亜 科 2 种 群 

の 寄主 植物 選好 性 

筆者 ら が 調べ 得 た 限り , 従来 , オト シブ ミ 類 各種 の 
寄主 植物 の 利用 範囲 が 地域 個体 群 ご と に 記録 され た 例 
は ひじ ょ うに 少な い 。 オ トシ プ ミ 類 の 生活 史 戦 略 は , 
当然 , か れ ら の 生息 地 に お ける 植生 環境 に 大 きく 依存 
し て いる 。 植生 環境 は , 地理 的 に 変化 し て いく も の で 
ある か ら , オト シブ ミ 類 と か れ ら の 利用 し て いる 寄主 
植物 の 関係 自体 も 地域 に よっ て 変化 し て いく こと は 必 
然 で ある 。 

と ころ で , 種 分 化 の 機構 に つい て は , 一 般 に 個体 群 
間 の 地理 的 隔離 を 前 提 と する 異 所 性 種 分 化 allopatric 
speciation に よっ て 説明 され る こと が 多い 。 最 近 , 特に 
植 食性 昆虫 に お いて は , 同 所 性 の 近 緑 種 群 内 に お ける 
寄主 植物 選好 性 の 分 化 が いく つか の 種 群 で 明らか に さ 
れ て き て いる (cf. Hoshikawa, 1983a, b : 内 藤 , 1988 
a，b ; 大崎 , 1988)。 こ の よう な 状況 は , 同一 地域 内 に 
生息 する 個体 群 内 で 同 所 性 種 分 化 sympatric 
speciation が 起こ る 可能 性 を 示唆 し て いる と 考え ら 
れる 。 

ここ で は , 分 類 学 上 の 取り 扱い に つい て 異論 の ある 
2 つの 稲 衝 ヒメ クロ オト シ プ ミ 種 千 と ヒゲ ナガ が オト 
シブ ミ 種 群 (オト シブ ミ 亜 科 ) の 富山 ・ 岐 阜 ・ 長 野 3 
県 下 に お ける 分 布 状 況 と 寄主 植物 選好 性 に つい て 考察 
する 。 

の 1]。 に メルロ オキ トシ デミ と も アカ ヒメ オト ドル メ ミ 

日 本 産 Compsapoderus 亜 属 ( オ トシ ブ ミ 亜 科 ) に は , 
ヒメ クロ オト シ プ ミ と セア カカ ヒメ オト シブ プ ミ の 3 竹 が 
認め られ て いる (森本 , 1992)。 こ れ ら 2 種 は , いずれ 
も 普通 種 で で ヒメ クロ オト シブ ミ は 本 州 ・ 四 国 ・ 九 
州 ・ 対 馬 に , セア カ ヒ メ オト シブ ミ は 北海 道 ・ 本 州 ・ 
佐渡 島 に 分 布 し , し ば し ば 両者 が 同 所 的 に 生息 する 状 
況 が 見 られ る 。 Compsapoderus 亜 属 の 種 に は , 多く 
の 色彩 変異 が 知ら れ て お り , それ ら の 分 布 状況 は きわ 
め て 多様 で ある 。 特 に ヒメ クロ オト シブ ミ は , 従来 よ 


上 原 千春 ・ 鈴 木 邦雄 


り 多 く の 研 究 者 に よっ て いく つか の 型 forma が 区 別 
され て いる (沢田 , 1992)。 そ れ ら の 中 に は セア カ ヒ メ 
オト シブ ミ と 色彩 ・ 形 態 釣 に ほとん ど 区 別 で き な い も 
の も 含ま れる (cf. 沢田 , 1992 : 鈴木 ・ 上 原 , 1997a : 
上 原 ・ 鈴 木 , 1998a)。 

か れ ら の 寄主 植物 選好 性 は ひじ ょ うに 複雑 か つ 多 様 
で あり , 各色 彩 型 の 生息 状況 も 単純 で は な い 。 セ アカ 
ヒメ オト シブ プ ミ の 色彩 変異 に つい て は , 全体 黒色 型 の 
み の 存 在 が 指摘 され て いる (cf. 森本 , 1992)。 こ れ に 
は 未だ 正式 な 型 名 は あて られ て いな い 。 そ こ で , 今後 
の 議論 の 便宜 の た め に , 以下 の 型 名 を 与え て お きた い 。 


f monticolus K. Suzuki et Uehara, f. noy. セア カ ヒ メ オト 
シ プ ミ 全体 黒色 型 
A new forma with entirely black body coloration of 
Apoderus (Compsapoderus) geminus Sharp, 1889, 
occurring in high mountain area in the Chubu District, 


central Honshu. 


一 方 , 最近 , 次 靖 が 赤褐色 の "セア カ 型 ヒメ クロ オ 
トシ ブ ミ '′ の 存在 の 可能 性 が 指摘 され て いる ( 西 治 
1996)。 西 治 (1996) は , 福井 県 坂井 郡 丸岡 町 に お いて , 
次 輔 が 赤褐色 で , 脚 ・ 腹 ・ 尾 節 板 が 黄 褐色 一 茶褐色 の 
個体 を 確認 し て いる 。 筆者 ら は , この 型 に 該当 する 個 
体 は 発見 し て いな い 。 西 治 に よれ ば , 福井 県 下 に は , 
ヒメ クロ オト シ プ ミ と セア カ ヒ メ オト シブ プ ミ が 同 所 的 
に 生息 し , さま ざま な 色彩 パタ ー ン の 個体 が 多く 出現 
する 地域 が ある よう で あり , 両 種 の 交雑 帯 が 形成 され 
て いる 可能 性 も 高い と 考え られ る (cf. 西 治 , 1996)。 

富山 県 下 に 生息 する 交 靖 が 赤褐色 の 個体 は , すべ て 
脚 ・ 腹 ・ 尾 節 板 が 黒色 で あり , 樽 色 ある い は 黄 褐 色 の 
個体 は 全く 発見 され な か っ た 。 本稿 で は , 交 靖 が 赤 褐 
色 の 個体 は すべ て セア カ ヒ メ オト シブ ミ と し て 扱う こ 
と と し た 。 体 色 以外 の 形態 的 形質 (次 轄 の 点 刻 列 の 強 
さ , 体 の 大 き さ な ど ) に よっ て 両 種 を 完全 に 区 別 する 
こと は 困難 で ある と 判断 し た た めで ある 。 

筆者 ら が 富山 ・ 岐 阜 ・ 長 野 3 県 下 で 観察 し た セア カ 
ヒメ オト シブ ミ の 寄主 植物 に は , 本 稿 で 初め て 記録 さ 
れる も の も 多い が , それ ら の 中 に は ヒメ クロ オト シ プ 
ミ の 寄主 植物 と し て 既に 記録 され て いる も の も 少な く 
な い 。 両 種 の 寄主 範囲 は , 文献 記録 上 ほぼ ば 重なり 合っ 
て いる ( 表 1 : 鈴木 ・ 上 原 , 1997a)。 しかし, 植生 環 
境 は 地域 に よっ て 異な り , 寄主 植物 の 利用 範囲 に 違い 
の 見 られ る 状況 が 普遍 的 に 認め られ た 。 植生 環境 は , 
近接 地域 で あっ て も 複雑 に 変化 する た め , オト シ プ ミ 
類 の 利用 で きる 寄主 植物 群集 の 種 構成 も 複雑 に 変化 す 
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る 。 同 一 地域 に 生息 する 場合 に も , 個体 群 て ここ で は 
明確 に ディ ー ム deme と 認識 で きる 個体 の 集まり を 指 
す ) ご と に 実際 に 利用 し て いる 寄主 植物 の 範囲 の 異な 
る 状況 が し ば し ば 生じ て いる と 考え られ る 。 

自然 状態 で は , 富山 県 魚津 市 片貝 川 , 中 新川 郡上 市 
町 早 月 川上 流 地域 に 生息 する 赤褐色 型 セ アカ ヒメ オト 
シブ ミ や , 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 に 生息 する 全体 黒色 型 セ 
アカ ヒメ オト シブ ミ の よう に , 生息 地内 に 利用 可能 と 
思わ れる 植物 種 が 複数 混 生 し て いる に も か か わら ず , 
オオ イタ ドリ や ワレ モコ ウ な ど 限 られ た 植物 種 の み を 
優 占 的 に 利用 する 場合 が 多く 観察 され た 。 片 貝川 , 早 
月 川上 流 地 域 の いずれ の 場所 で も , セア カ ヒ メ オト シ 
ブ ミ の 寄主 植物 と し て 記録 の ある オオ イタ ドリ , ヒメ 
ヤシ ャ ブシ , クマ イチ ゴ , ヤナ ギ 類 は , し ば し ば ひじ ょ 
うに 狭い 地域 で 混 生 し て いる 。 特 定 の 寄主 植物 に 依存 
し て いる よう に 見 える 個体 群 は , 常に 上 記 複 数 の 植物 
種 も 選択 で きる 可能 性 は ある わけ で ある 。 し か し , こ 
れ ら の 地域 に 大 群落 を 形成 する 優 占 種 ご ある オオ イタ 
ドリ を 利用 し て いる ディ ー ム (赤褐色 型 の み が 出 現す 
る 集団 ) は , 野外 で それ を 利用 し て いな い デ ィ ー ム ( 赤 
褐色 型 と 全体 黒色 型 が 生じ る 集団 ) と の 間 に あ る 程度 
の 隔離 が 生じ て いる こと は 確か で ある と 思わ れる 。 自 
然 状態 に お いて , 同 所 的 に 生息 する セア カ ヒ メ オト シ 
ブ ミ の 個体 群 内 に , 寄主 品種 hostrace の 形成 途上 に 
ある ディ ー ム が 含ま れ て いる 可能 性 が 高い と 考え られ 
る (cf. 上原 ・ 鈴 木 , 準備 中 )。 

長野 県 諏訪 市 霧ヶ峰 高原 に は , レン ゲ ツ ツジ を 利用 
する ヒメ クロ オト シブ ミ 個体 群 と バラ 科 植 物 を 利用 す 
る セア カ ヒ メ オト シブ ミ 個体 群 が 共 存 し て いる 。 か れ 
ら は , 寄主 植物 を 使い 分 ける こと に よっ て , 互い に 競 
合 す る こと な く 同 所 的 に 生息 する こと が 可能 で ある の 
だ と 考え られ る (上 原 ・ 鈴 木 , 1998a)。 こ れ ら 2 種 は , 
近 緑 種 問 の 寄主 植物 選好 性 の 分 化 の 問題 を 考 宛 する 格 
好 の 対象 に な る と 考え られ る 。 

Hoshikawa (1983a, b) は , テ ント ウム シ 科 の オオ ニ 
ジュ ウ ヤ ホシ テン トウ 種 群 Menosepilachna spp. (現在 
は 通常 訪 放 cg 属 と し て 扱わ れる ) に お いて , 異な 
る 寄主 植物 に 依存 する 各個 体 群 を それ ぞ れ 寄主 品種 と 
見 人 し , 寄主 植物 選好 性 の 地理 的 変異 や 寄主 品種 の 分 
化 の 機構 に つい て 論じ た 。 内藤 (19884, b) は , シダ 
植物 を 寄主 と する ニホン ト ガ リ シ ダ ハバ チ 
Hemitaxonus japonicus Rohwer, 1910 (ハバ チ 科 ) に つ 
いて , 同 所 的 に 生息 し 異な る 植物 種 を 寄主 と する それ 
ぞ れ の 集団 を 生態 種 ecospecies 上 见 做 也, それ ら の 間 
に 生じ て いる 生 将 的 隔離 の 機構 に つい て 推論 し て い 
る 。 信者 ら は 。 ヒ メカ グロ オト シグ ミ 3 中 セ アカ ヒメ オト 
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シブ ミ に 代表 され る 広 食 性 の オト シブ プ ミ 類 に つい て 
は , ディ ー ム レベ ル に お ける 寄主 植物 選好 性 の 違い を 
明らか に する こと が , か れ ら の 生活 形態 ひい て は 生 将 
的 隔離 の 機構 を 知る 上 で 本 質 的 に 重要 で は な いか と 考 
える 。 

和 人 和 ヒゲ ナガ オト シ プ ミ と キイ ロ ヒ ゲ ナ ガオ トシ 

ZS 

森本 (1992) は , 日 本 産 の ヒゲ ナガ オト シ プ ミ 属 
Paratrachelophorus に は , 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 
に 分 布 す る ヒゲ ナガ オト シ プ ミ P lngicornis (Roelofs, 
1874) 1 種 の み を 認め , 全体 樽 褐色 一 淡 椅 褐色 の 個体 
に 与え られ た Paratrachelophorus fulvus (Roelofs, 1874 ) 
を その シノ ニム と し た 。 後者 は , お も に 本 州 お よび 九 
州 に 分 布 し , 従来 より 一 般 に キイ ロ ヒ ゲ ナ ガオ トシ プ 
ミ と 呼ば れ て きた 。 森本 (1992) は , 本 属 の 種 に は か 
な り の 個体 変異 が 見 られ る こと か ら , いずれ の 種 も 多 
く の 個 体 を 用 いた 再 検討 が 必要 で ある と 指摘 し て い 
る 。 西 治 (1993) は , 主 に 福井 県 下 で の 観察 結果 に 基 
づい て , 同 所 的 に 生息 する 両者 の 寄主 範囲 が 異な る こ 
と , オス 成虫 の 頭 部 や 外部 生殖 器 の 形態 に 一 定 の 遅い 
が 認め られ る こと か ら , それ ぞ れ が 独立 種 で ある 可能 
性 が 高い こと を 指摘 し て いる 。 

富山 ・ 岐 阜 両 県 下 で は , 低 丘 陵 地 か ら 山 地帯 に か け 
て ヒビ じ ゲ が ナ が オト シッ プア ミ ど と キイ ロビ ヒゲ ナガ オト シ プ ミ が 
し ば し ば 同 所 的 に 生息 し て いる 。 両 種 の 利用 する 寄主 
植物 の 範囲 は や や 異な り , ヒゲ ナガ オト シブ ミ は , ス 
イカ ズラ 科 , フサ ザク ラ 科 , クス ノ キ 科 の 植物 を , キ 
イロ ヒゲ ナガ オト シル プ ミ は 、 フ サザ み メラ 科 , スス ノ キ 
科 , リョ ウブ 科 , モク レン 科 , ハイ ノ キ 科 , ツバ キ 科 
の 植物 を 利用 し て いた 。 キ イロ ヒゲ ナガ オト シブ ミ は , 
クロ モジ 類 の ほか , ヒゲ ナガ オト シ プ ミ の 摂 食 し な い 
リョ ウブ , サワ フタ ギ , ナツ ツバ キ を 好 食 する 傾向 が 
認め られ , ヒゲ ナガ オト シブ ミ と は 寄主 範囲 が 異な る 
こと が 明らか に な っ た 。 こ れ ら の 結果 は , 西 治 (1993) 
の 福井 県 を 中 心 と し た 観察 結果 と ほぼ ば 一 致す る 。 た だ 
し , 上 市 町 大 岩 の ヒ ゲ ナ ガオ トシ プ ブ ミ 個体 群 の よう に , 
きわ め て 限ら れ た 地域 に 生息 する 個体 群 が ク ロモ ジ 類 
だ け で な べ , フサ ザ サザ クラ や ゴマ ギ な ど , 少な くち も 8 
科 以 上 の 植物 を 寄主 と する 場合 も ある こと か ら , ヒゲ 
ナガ オト ジブ プ ブ ミ は , 必ず し も キイ ロロ ヒゲ ナガ オト シ プ 
ミ よ りら 寄主 範囲 が 狭い と は 限ら ず , 他 の 地域 で も クス 
ノ キ 科 以外 の 植物 も 寄主 と し て いる 可能 性 が 高い (上 
原 ・ 鈴 木 , 未 発表 )。 

3.9. セア カ ヒ メ オト シブ ミ の 生活 史 と 寒 地 適応 性 
沢田 (1992) は , セア カ ヒ メ オト シブ ミ は ヒメ クロ 
オト シブ ミ よ り も や や 北 に 偏っ た 分 布 を 示し , 日 本 海 
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側 の 採集 例 が 多い と し て いる 。 日 本 で は , セア カ ヒ メ 
オト シブ ミ は 青森 県 , 北海 道 か ら も 記録 され て いる の 
に 対し , ヒメ クロ オト シブ ミ の も っ と も 北 の 記 録 は 宮 
城 県 で ある 。 ま た , セア カ ヒ メ オト シブ ミ の も っ と も 
西 の 記録 は 鳥取 県 , 南 は 兵庫 県 で ある が , ヒメ クロ オ 
トシ ブ ミ は , 九州 の 各地 で も 採集 され て いる (cf. 沢 田 
1992)。 

富山 県 で は , セア カ ヒ メ オト シブ ミ は 標高 約 2000m の 
と ころ まで 生息 し て いた 。 本 稿 に お いて 型 名 を 与え た 
全体 黒色 型 の 個体 (f. monticolus) は , 富山 ・ 長 野 両 県 
の 高地 帯 の み で 発見 され た 。 筆 者 ら の 野外 で の 和 観察 結 
果 か ら , 片貝 川 ・ 早 月 川上 流 地域 で す オオ イタ ドリ を 利 
用 する 個体 郡 は , 1 年 に 少な く と も 2 世代 は 繰り 返す 
と 考え られ る 。1997 年 の 調査 で , 早 月 川上 流 の 上 市 町 
馬場 島 で は , 10 月 下旬 に は 降雪 が あっ た が , 越冬 前 の 
赤褐色 の 個体 は 積雪 の ある 11 月 中 旬 ま で 活動 し て い 
た 。10 月 いっ ぱい まで は , 枯れ か けた オオ イタ ドリ の 
葉 上 や わずか な 葉 の 隙間 な ど に 多く の 個体 が 集まり , 
葉 を 盛ん に 摂 食 し て いた 。 こ の 時 期 に な る と , 全体 黒 
色 型 の 個体 が 利用 し て いた ヒメ ヤシ ャ ブシ は 殆ど が 枯 
れ 落 ち て いた 。 初 委 の ヒメ クロ オト シブ ミ の 観察 記録 
は ほとん ど な い た め 比 較 的 に 検討 する こと は で き な い 
が , 少な く と も これ ら の 地域 に 生息 する セア カ ヒ メ オ 
トシ ブ ミ は , 低温 に 対し て か な り の 耐性 を 持つ と 思わ 
れる 。 

オト シブ ミ 類 は , 通常 樹 肥 下 や 落葉 中 な ど で 成 虫 越 
和 灸 を する こと が 知ら れ て いる (黒田 , 1974 : 黒沢, 
1974)。 セ アカ ヒメ オト シブ ミ では, 高地 に 生息 する 個 
体 群 ほど 1 年 の 世代 数 は 少な く な る 傾向 が 見 られ る 。 
立山 弥 陀 ケ 原 湿原 (標高 約 2000m) で は , 通常 9 月 下 
旬 に は 降雪 が あり , 翌年 6 月 上 旬 ま で 積雪 が 見 られ る 。 
越冬 個体 は , 主要 な 寄主 植物 で ある ワレ モコ ウ の 新 葉 
が 伸張 する 7 月 に 揺 盤 形成 を 行い , 8 月 下旬 に は それ ら 
の 揺 備 か ら 羽 化し た 新 成 虫 も ほとん ど 見 られ な く な る 
こと か ら , それ ら の 個体 は 播 敬 形成 を 行う こと な くそ 
の まま 越冬 に 入る と 考え られ る 。 高層 湿原 に 生息 する 
全体 黒色 型 の 現れ る セア カ ヒ メ オト シ プ ミ 個体 群 は , 
高地 の 寒冷 な 気候 に 適応 し た 年 1 化 の 生活 環 を 獲得 し 
て いる も の と 考え られ る 。 
3.4. オト シブ ミ 類 の 寄主 植物 選択 の 決定 要因 
3.4.1. 寄主 植物 選好 性 の 季節 的 変異 

狭 食 性 広 食性 の オト シブ ミ 類 は , 植 食 性 の いく つ 
か の 昆虫 類 に お いて 知ら れ て いる よう に (cf 日 野 水 
ら , 1981), 生息 地内 の 各 植 物 の 成長 様式 や 季節 消長 に 
合わ せ て 寄主 植物 を 選択 し て いる 可能 性 が ある 。 筆者 
ら は , 5 月 上 旬 , 富山 県 婦 負 郡 八尾 町 の 低 丘 陵 地 で , 


上 原 千春 ・ 鈴 木 邦雄 


ケヤキ の 葉 を 磁 ん に 摂 信 する ヒメ コブ オト シブ ミ の 越 
冬 個体 を 観察 し た が , これ ら の 個体 は , 7 月 上 旬 に は 
イラ クサ 科 植 物 の 葉 を 利用 し て 播 牙 を 形成 し て いた 。 
ヒメ コブ オト シ プ ブ ミ は , その 後 9 月 下旬 まで 挿 敬 形 成 
を 行っ て いた が , ケヤキ の 葉 を 利用 する 個体 は 発見 で 
き な か っ た な た 。 ま た, 4 月 下旬 カジ ルリ オト シブ プ ミ の 
越冬 成虫 が , 小矢部 市 東 希 で ヤブ ムラ サキ (クマ ツ ヅ 
ラ 科 ) の 葉 を , 高岡 市 二 上 山 で ケヤキ (ニレ 科 ) O 药 
を 摂 食 し て いる の を 和 観察 し た (上 原 ・ 鈴 木 , 印刷 中 )。 
盛 曲 (1990) は , 埼玉 県 飯能 市 に お いて , カシ ルリ オ 
トシ プ ミ が 春 に イタ ドリ や フジ で 揺 盤 形成 を 行い , 初 
夏 に は ヨモギ 類 (キク 科 ), カナ ム グ ラ (クワ 科 ), マ 
マコ ノシ リ ヌ グイ (タデ 料 ) お よび / メ プ ド ツウ < プ ド ワ 
科 ) な どの 葉 を 摂 信 する こと を 報告 し て いる 。 櫻 井 ・ 
藤丸 (1996) は , ヒゲ ナガ オト シブ ミ が 5 月 上 旬 に は 
アプ ブラ チャ ン の 新 葉 を 利用 し て いる が , 6 月 に 入る と 
フサ ザク ラ の 工 を 利用 し て 揺 鑑 を 形成 する 個体 が 多く 
な る こと を 報告 し て いる 。 

オト シブ プ ミ 類 の 寄主 植物 選択 や 揺 筐 形成 戦略 は , か 
れ ら の 利用 する 植物 の 新 葉 が 伸長 する タイ ミン グ や 葉 
に 含ま れる 養分 や 水分 量 の 変動 な ど と も 密接 な 関係 が 
ある の で は な いか と 推測 され る 。 同じ 植物 で も , その 
成長 段階 に よっ て 葉 の 構造 的 ・ 化 学 的 諸 性 質 が か な り 
変化 する こと が 明らか に され て き て いる (cf. 菊沢 , 
1986, 1993 : Bernays & Chapman, 1994 : Ohgushi, 
1997)。 オ トシ プ ミ 類 は , 卵 か ら 羽 化す る まで に 約 20 日 
を 要 し , 新 成虫 は 親 世代 が 利用 し て いな か っ た 植物 も 
寄主 と する こと が で きる (その 逆 も ある ) と 考え られ 
る 。 か れ ら は , その 生活 環 を 寄主 植物 の 個体 群 動態 及 
び 発 生 消長 に 同調 させ る こと に よっ て , 生息 地内 の 植 
物資 源 を 効率 よく 利用 し て いる と 考え られ る 。 

植 食性 昆虫 の 利用 する 植物 は , 一 般 に , それ だ け で 
世代 を 完了 する こと が 可能 な 寄主 植物 と , 特定 の 発育 
段階 だ け で 摂 食 する か ある い は それ だ け で は 世代 を 完 
了 で き な い 食 餅 あ る い は 加害 植物 に 区 別 さ れる 。 た だ 
し , 研究 者 に よっ て それ ら の 厳密 な 定義 は し ば し ば か 
な り 異 な る 。Hoshikawa 〈1983a) は , オオ ニ ジ ュ ウ ヤ 
ホシ テン トウ 種 群 の 寄主 植物 を , 片倉 ら (1977) に 基 
づい て thostplants (自然 状態 で 幼虫 が 摂 食し , 成虫 
まで 正常 に 成長 する こと が で きる 植物 ), food plants' 
(飼育 環境 下 で 幼虫 が 摂 食 し , 成虫 まで 成長 する こと が 
で きる 植物 ), “edible plants' (自然 状態 ある い は 飼育 環 
境 下 で , 成虫 また は 幼虫 に よる 被 食 が 確認 され る 植物 ) 
の 8 つの カテ ゴリ ー に 分 けた 。 オ ドジ シ プ ミ 類 に お いて 
成虫 に よる 摂 食 が 確認 され て いる 植物 で , 実際 に 揺 艦 
が 造ら れ , 幼虫 が 正常 に 成長 で きる か どう か は 不明 で 
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ある 。 本稿 で は , 成虫 の 摂 食 を 確認 し た だ け の も の も 
寄主 植物 と し て 扱っ た ( 表 1 )。 オ トシ ブ ミ 類 の 幼虫 は , 
揺 監 内 で 羽化 し , また 成虫 は 挿 監 形成 を 行う 前 に か な 
り の 葉 を 摂 信 する こと か ら , 成虫 が 野外 で 好 食 する 植 
物 は , 播 敬 形成 に も 利用 され て いる 可能 性 が 高い と 判 
断 し た た めで ある 。 失 敬 形成 期中 ある い は それ 以外 の 
時 期 に 食害 され て いる 植物 が , 揺 低 形成 に も 利用 され 
る か 否 か に つい て は , 今後 か れ ら の 生息 地内 の 各 植 物 
種 の 季節 消長 と 合わ せ て 確か め る 必要 が あろ う (cf. 
上 原 ・ 鈴 木 , 1998b)。 

3.4.2. 寄主 植物 選択 の 可 襲 性 

寄主 植物 選好 性 の 幅 が 種 に よっ て 異な っ て いる こと 
は , それ が 一 義 的 に は 遺伝 的 に 決定 され て いる こと を 
意味 し て いよ う 。 た だ し , それ は 一 定 の 可 襲 性 も 持つ 。 
ある 個体 の 寄主 植物 選択 は , 個体 発生 過程 で 遭遇 する 
諸 環 境 条 件 の 違い に よっ て 一 定 の 変動 を する も の と 考 
えら れる 。 す な わ ち , 寄主 植物 選好 性 の 幅 の 違い は , 
それ を 支配 し て いる ある 遺伝 子 型 (ある い は 遺伝 的 要 
因 ) の 反応 規格 reaction norm (表現 型 の 範囲 ) の 違い 
だ うこ と に が る 。 

単 食性 の 種 に と っ て , か れ ら が 寄主 と し て 受容 する 
植物 間 に は いく つか の 共通 の 特徴 が あり , 母 虫 は それ 
を 認知 し て いる は ず で ある 。 ま た , 狭 食 - 広 食性 の 種 
に と っ て , か れ ら の 寄主 植物 の 認知 ・ 選 択 過程 に お い 
て は お そら く < 異な る 手掛かり (ある い は 刺激 ) cue が 
関与 し て いる は ず で ある 。 

狭 食 - 広 食性 の 種 で は , ディ ー ム ご と の 寄主 植物 選 
好 性 は , 親 世 代 の それ に ある 程度 支配 され て いる ( ホ 
プ キ ンス の 寄主 選択 原理 Hopkins' host selection 
principle) こと が 考え られ る 。 ま た , その 地域 の 植生 環 
境 に よっ て 寄主 植物 が 左右 され や すい 面 も ある と 考え 
られ る 。 同じ 植物 種 で も , 生息 地 あ る い は 季節 に よっ 
て も 寄主 と し て 利用 され る 程度 が 大 きく 異な っ て いる 
の は , その よう な 理由 に よる の で あろ う 。 

オト シブ ミ 類 は , 葉 の 化学 的 成分 より も , 葉 の 形態 
的 ・ 物 理 的 性 質 に よっ て 揺 筐 材料 を 選ん で いる と いう 
報告 (eg. 河野, 1977) が あり , また 巻く 葉 の 堅 さ や 
大 き さ な ど が メス の 頭 ・ 胸 部 や 脚 (特に 前 脚 ) の 形態 
と 密接 な 関係 を 持つ こと も 指摘 され て いる (cf. 青木 , 
1982a b)。 しかし, セア カカ ヒメ オト シ プ ミ の よう に , 
葉 の 形状 が 極端 に 異な る 植物 を 利用 し て いる 場合 も あ 
る (た と えば ワレ モコ ウ と オオ イタ ドリ : 鈴木 ・ 上 原 , 
1997c)。 寄 主 植物 を 選択 する 基準 は 種 に よっ て 異な る 
も の と 思わ れ , それ を 明らか に する こと は 今後 の 重要 
な 課題 で ある 。 

3.5. オト シブ ミ 類 と 寄主 植物 の 相互 関係 


本 州 中 部 地方 に 生息 する オト シブ ミ 類 ( 精 翅 目 ， 才 下 学 了 7 科 ) 四 寄主 植物 


Hairston, Smith & Slobodkin (1960) は , 植 食性 昆虫 
の 個体 群 に 影響 を 与え る 要因 と し て , 捕食 者 ある い は 
寄生 者 の 作用 を 重視 し , 植物 資源 に は 余剰 が ある こと 
を 前 提 に 植物 資源 を めぐ る 競争 は な いと 考え た (の ち 
に HSS 仮 説 と 呼ば れ た )。 し か し , 最近 の 昆虫 と 植 
物 の 相互 関係 に 関す る 研究 で は , 植 食性 昆虫 に 対す る 
植物 の 防御 戦略 の 解明 に 重点 が 置か れ て いる (cf. 大 
串 , 1993 : Ohgushi, 1997)。 植 物 の 昆虫 に 対す る 防御 
手段 や その 効果 は 決し て 一 様 で は な い 。 植物 の 生産 す 
る 多く の 二 次 代謝 産物 に は , 捕食 昆虫 に 対す る 化学 的 
防御 物質 が 含ま れ , それ ら は アル カロ イド , テル ペ ノ 
イド , 非 タ ン パ ク 性 アミ ノ 酸 な どの 質 的 防御 物質 
qualitative defense と , フェ ノー ル 性 化合 物 , タンニン , 
リグ ニン , セル ロー ス な どの 量 的 防御 物質 quantitative 
defense に 分 けら れる 。 前 者 は 毒性 が 高い た め 微 量 で 
も 効果 が あり , 後者 は 毒性 は な い が , 長期 に わた っ て 
昆虫 の 消化 効率 を 著しく 阻害 する こと が 知ら れ て いる 
(cf. Ohgushi 1997)。 

質 的 防御 物質 は , 昆虫 の 解毒 酵素 の 獲得 に よっ て 無 
毒 化 され る (cf. Ohgushi, 1997)。 エ ゴツ ルク ビオ ト 
シブ プ ミ の よう な スペ シャ リス ト は , エゴ ノ キ 科 植物 の 
生産 する 有毒 物質 ( 主 に エゴ サポ ニン ) の 解毒 能力 を 
持ち , 他 種 が 利用 で き な い 植物 資源 を 独占 で きる と い 
う 利点 を 持つ と 推測 され る 。 さ ら に , か れ ら が その よ 
うな 化学 的 防御 物質 を 寄主 植物 探索 の た め の 手 掛か り 
と し て 積極 的 に 利用 し て いる 可能 性 も 考え られ る 。 

一 方 、 ウ ス ア カオ トシ プ ミ の よう な 典型 的 な ジェ ネ 
ラリ スト は , ディ ー ム ご と に 利用 する 寄主 植物 が 必ず 
し も ゃ 一 定 し て いる よう に は 見 え ず , 生息 地内 の あら ゆ 
る 植物 を 利用 し て 揺 監 を 形成 し て いる 点 で , 広 食性 の 
ヒメ ロホ ジテ ミュ や ヤセ アカ ヒメ オト ドン ズミ と は か な 
り 異 な る 戦略 を 採っ て いる よう に 思わ れる 。 植物 の 量 
的 防御 物質 は , 多く の 昆虫 に 対し て 効果 が あり , か つ 
解毒 酵素 を 獲得 され に くい 。 一 方 , 植物 の 化学 的 防御 
物質 の 生産 は , 昆虫 に よる 被 食 herbivory に よっ て も 
誘発 され る こと が 知ら れ て お り , 捕食 昆虫 の 個体 群 密 
度 に よっ て も その 程度 は 大 きく 変化 する (Ohgushi, 
1997)。 ウ ス ア カオ トシ ブ ミ の よう な タイ プ の ジェ ネ ラ 
リス ト は , 生息 地内 の 多数 の 植物 に 分 散 し て 揺 監 を 形 
成 し , 1 植物 あたり の 個体 群 密度 を 下げ る こと に よっ 
て , 植物 に よる 防御 を 回 避 し て いる 可能 性 が 高い の で 
は な いか と 推測 され る 。 

各種 の 寄主 植物 選好 性 の 幅 は , 昆虫 の 種 と 寄主 植物 
の 対応 関係 の 観察 結果 に 基づい て 把握 する 以外 に は な 
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い 。 し か も , 狭 食性 お よび 広 食性 の 種 に 関し て は , 上 
述 の よう に 種々 の 要因 に よっ て それ 自体 が さま ざま な 
程度 に 変動 する よう で ある 。 

現時 点 で は オト シブ ミ 類 各種 の 寄主 植物 が 必ず し も 
充分 に 把握 され て いる と は 言え な い が , 以下 , 各種 の 
特定 の 生息 地 に お ける 最適 寄主 植物 選択 を 支配 し て い 
る 諸 要 因 に つい て 総括 し て みる 。 

i) 単 食 ~ 狭 食性 の 種 で は , 分 布 圏 の 広い 地域 で 同じ 
食性 が 維持 され て いる , すなわち 種 特異 的 寄主 植物 選 
好 性 が 見 られ る わけ で ある が , この こと は 特定 植物 を 
食物 資源 と し て 独占 的 に 利用 し て いる と いう こと を も 
意味 し て いる 。 

i) 狭 食 広 食性 の 種 で は , 同一 種 が 同一 生息 地 に 
お いて も し ば し ば 異な る 寄主 植物 を 利用 する こと が あ 
る 。 

損 ) 狭 食 て 広 食性 の 種 で は , 同一 種 で も , 地理 的 ( 緯 
度 ・ 標 高 な ど ) 及び 地形 的 , 時 間 的 (季節 的 な ど ) 達 
い に よ っ て 生息 地 の 環 境 諸 要 因 が 変化 すれ ば , し ば し 
ば 異な る 寄主 を 利用 し て いる 。 こ の 場合 , 寄主 植物 間 
に 利用 頻度 の 序列 も 見 られ る こと が 多い 。 種 に よる 化 
性 の 違い や , 前 述 の よう な 植物 の 季節 消長 や 防御 戦略 
な ども , オト シブ ミ 類 の 寄主 植物 選好 性 に 大 き な 影 響 
を 与え る 要因 と 考え られ る 。 

iv) 狭 食 - 広 食性 の 種 で は , 同一 種 の 同 所 性 の 個体 
群 間 で も , 時 に 寄主 植物 選好 性 の 分 化 が 生じ て いる 状 
況 が 見 られ る 。 こ の こと は , これ ら 個 体 群 が , 植物 資 
源 を めぐ る 競合 を 回 避 し て いる 結果 で ある 可能 性 が 高 
Ne 

以上 の こと か ら , オト シブ ミ 類 に お ける 寄主 植物 選 
好 性 ある い は 寄主 品種 形成 に つい て の 理解 を 深め る た 
め に は , 単に 各種 の 利用 する 寄主 植物 が 判明 し た だ け 
で は 不 十 分 で ある 。 種 は , 群集 の 構成 上 員 で ある か ら 
その 存在 様式 は , 同じ 群集 を 構成 する 他 種 と の 間 に 成 
立 し て いる 特定 の 関係 に よっ て 規定 され て いる と 考え 
られ る べき で ある 。 したがって, オト シブ ミ の 各種 が , 
いつ , どこ で , どの よう な 植物 を 寄主 植物 と し て 利用 
し て いる の か と いう こと が , 全体 と し て 1 セッ ト で 把 
握 か つ 記 録 さ れる 必要 が あろ う 。 ヒ メ ク ロ オト シブ ミ 
種 群 や ヒゲ ナガ オト シブ プ ブ ミ 種 群 の よう な 広 食性 か つ 同 
所 性 の 近 緑 種 間 , ある い は 種 内 に お ける 詳細 な 寄主 植 
物 利用 状況 の 調査 ・ 記 録 は , 植 食 性 昆虫 に お ける 寄主 
植物 選好 性 の 分 化 と 寄主 品種 形成 , ひい て は 同 所 性 種 
分 化 の 問題 を 考え る 上 で の 一 つの ケー ス ・ ス タデ ィ と 
し て ひじ ょ うに 有効 で ある と 考え られ る 。 
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表 1 本 州 中 部 地方 に 生息 する オト シブ ミ ・ ア シナ ガオ トシ プ ミ 両 亜 科 の 寄主 植物 
Host plants of the subfamilies Apoderinae and Attelabinae in the Chubu District 


central Honshu, Japan 


寄主 植物 (Hp: Host Plant) 名 ご と に , 採集 し た 揺 邊 (Cr Exam.) ある い は 成虫 (Ad.Exam.) の 数 , 産地 お よび 採集 
年 月 日 の 順に 記し た . ここ に 挙 ! げた 寄主 生物 は , 野外 で 実際 に メス 成虫 に よる 揺 鑑 形 成 ま た は 成虫 に よる 摂 食 を 観察 
する か , 採集 し た 揺 外 を 実験 室内 で 飼育 後 , 成虫 の 羽化 を 確認 する こと に よっ て 記録 され た も の で ある . た だ し , 
を 付き の 揺 箸 デ ー タ に つい て は , 成虫 を 確認 し て いな い が 野 外 に お ける 諸 状況 か ら 揺 称 形 成 種 を 特定 し た . すべ て の 
標本 は 筆者 ら 自 身 が 採集 し た も の で ある . * 付き の 寄主 植物 は , 筆者 ら が 別 稿 (Uehara & Suzuki, 準備 中 ) で 新た に 
記録 する も の で ある . 鈴木 ・ 上 原 (1997a) に 挙がっ て いな い 素 主 植物 を すべ て 新 記録 と し て 扱っ た . 分 類 群 の 配列 は , 
いずれ の 分 類 階 級 に お いて も アル ファ ベッ ト 順 と し た . 産地 名 は 略記 し た が , 県 , 郡 , 市 町 村 名 等 の 詳細 は 以下 の 通 
り で ある 

富山 県 : 城山 古沢 (富山 市 ) : 二 上 山 (高岡 市 ) : 栗須 (小矢部 市 ) : 片貝 川 ・ 僧 ケ 岳 (魚津 市 ) : 獲 ケ 岳 (黒部 
市 ) : 三田 桐谷 ・ 栃 折 峠 ・ 上 仁 歩 ・ 大 玉 毛 ・ 上 笹原 ・ 中 根 ( 婦 負 郡 八 尾 町 ) : 和牛 岳 ( 婦 負 郡山 田村 ) : 馬場 島 ・ 伊 折 ・ 稲 村 ・ 
東 種 ・ 大 岩 (中 新川 郡上 市 町 ) : 芦 星 寺 ・ 立 山 美女 平 ・ 立 山 弥 陀 ケ 原 湿原 (中 新川 郡 立 山 町 ) : 有 峰 (上 新川 郡 大 山 町 ) 
; 水 無 ( 東 確 波 郡 利賀 村 ) 

石川 県 : 城山 (七尾 市 ) : 石動 山 (鹿島 郡 鹿 島町 ) 

岐阜 県 : 平湯 峠 ( 吉 城 郡上 宝 村 ) : 池 ケ 原 湿原 ・ 杉 原 ( 吉 城 郡 宮 川村 ) : 大 多 和 峠 ( 吉 城 郡 神岡 町 ) : 構 幅 * 中 沢上 
( 吉 城 郡 河 合 村 ) : 白水 滝 ・ 小 白川 (大 野 郡 白川 村 ) 

長野 県 : 霧 ケ 峰 高原 (諏訪 市 ) : 安房 峠 乗鞍 (南安 抽 郡 安 時 村 ). 


I.Subfamily Apoderinae オト シブ ミ 亜 科 
i. Tribe Apoderini オト シブ ミ 族 

1 . Apoderus (Apoderus) jekelii Roelofs, 1874 ナミ オト シブ ミ 

Hp: *4Inus fauriei Lv. et Vant. ミヤ マカ ワラ ハン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex.。 富山 県 馬場 島 , 29- VI-1996: 4 cxs。 同 产地 , 1-VII-1996: 28 exs., 同 产地 , 6-VIII-1996; 4 exs。 同 産地 
4-VII-1997: 8 exs。 同 産地 , 5-VII-1997: 2 exs., 有 峰 , 2-VI-1996: 36 exs.。 僧 ケ 岳 , 25-VII-1996: 11 exs.。 片 内 川 , 17-VI- 
1997: 3 cxs., 乗 潜 , 8-VIII-1996. 

Hp: Alnus hirsuta Turcz. var sibirica (Fischer) C. K. Schn. ヤマ ハン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 3 exs.。 営 山 県 馬場 島 , 29-VI-1996: 1 ex. 同 産地 。 12-VII-1996: 5 exs., 1-VIII-1996: 1 ex., 6- VIII-1996; 2 
exs。 4-VII-1997: 1 ex。 芦 骸 寺 , 17-V-1997: 1 ex., 有 峰 , 2-VII-1996: 2 exs., 僧 ケ 岳 。12-Vm-1995: 5 exs.。 同 産地 , 25- VI 
-1996: 7 exs.。 片貝 川 , 17-VI-1997: 10 exs., 岐阜 県 平湯 峠 , 14-VIII-1995; 2 exs., 同 産地 , 6-VII-1996: 4 exs。 白水 滝 , 26- 
VI-1997: 1 ex., 長野 県 乗鞍 , 8-VIII-1996. 

Hp: Alnus maximowiczii Call. ミ ヤマ ハン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs。 富山 県 片貝 川 , 18-VII-1996; 3 exs., 立山 弥陀 分 原 湿 原 , 23-VII-1997; 1 ex., 同 产地 , 18-VIII-1997; 2 
exs。 長野 県 安房 峠 , 14-VII-1995; 7 exs., 岐阜 県 平湯 峠 , 14-VII-1995; 1 ex。 同 产地 , 6-VII-1996; 9 exs. 岐阜 県 白水 滝 , 26 
-VI-1997: 9 exs., 長野 県 乗鞍, 8-VIII-1996. 

Hp: Alnus pendula Matsumura ヒメ ヤシ ャ ブシ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 6 exs。 富山 県 馬場 島 , 29-VI-1996: 3 exs.。 同 産地 , 4-VII-1997: 2 exs.。 有 峰 , 2-VII-1996: 30 exs., 片 具 川 ,18 
-VII-1996. 

Hp: Alnus sieboldiana Matsumura オオ バ ヤ シャ プシ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 冨山 県 片貝 川 , 18-VII-1996. 

Hp: Betula ermanii Cham. ダケカンバ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex。 富山 県 馬場 島 , 29-VI-1996: 112 exs., 同 産 地 , 1-VII-1996: 15 exs., 同 产地 , 6-VITI-1996: 3 cxs。 芦 過 
寺 , 17-V-1997: 1 ex., 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 , 23-VII-1997: 2 exs.。 片 内 川 , 18-VII-1996: 1 ex., 岐阜 県 平湯 峠 , 6-VII-1996: 2 
exs. 白水 滝 ,26-VI-1997: 16 exs, 長野 県 乗 軒 。 8-VIII-1996. 


84 


本 州 中 部 地方 に 生息 する オト シブ プ ミ 類 (鞘翅 目 ， 才 下 学 7 s 科 ) の 寄主 植物 


Hp: *Betula maximowicziana Regel ウ ダイ カン バ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 馬場 島 , 20- VIII-1996; 7 exs., 同 産 地 ,5- VII-1997. 

Hp: Betula platyphylla Sukatchey var japonica (Miq.) Hara シラ カン バ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex. 冨山 県 有 峰 ,2-VI-1996: 6 exs., 岐阜 県 池 人 ケ 原 湿原 , 23-VI-1997. 

Hp: *Carpinus cordata Bl. サワ シバ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 10 exs., 富山 県 伊 折 ,28-V-1997. 

Hp: *Carpinus laxiflora (Sieb. et Zucc.) BL アカ シ デ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 片貝 川 18-VII-1996. 

Hp: Corylus sieboldiana Bl. ツノ ハシ バ ミ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 有 峰 , 9-Vl-1995: 1 ex., 馬場 島 , 29-VI-1996: 7 exs., 伊 折 , 28-V-1997: 1 ex., 片 具 川 , 18-VII- 
1996. 

Hp: Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 大 岩 。20-VI-1996: 4 exs., 岐阜 県 杉原 , 23-VI-1997; 4 exs.。 池 人 ケ 原 湿原 , 23-VI-1997. 

Hp: Quercus crispula B1. ミズ ナラ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 長野 県 霧 ケ 峰 高原 , 24-VI-1997 

Hp: *Pterocarya rhoifolia Sieb. et Zucc. サワ グル ミ (Juglandaceae クル ミ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 175 exs., 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996; 23 exs., 同 产地 , 1-VIII-1996; 15 exs., 大 岩 , 8-VI-1997; 20 exs., 同 産 
地 , 15-VI-1997; 9 exs., 片貝 川 , 18- VII-1996; 7 exs., 同 産 地 , 17-VI-1997; 4 exs., 立山 美女 平 , 20-VII-1996; 1 ex., 岐阜 県 
白水 滝 , 26-VI-1997. 

2. Apoderus (Compsapoderus) erythrogaster Vollenhoven, 1865 ヒメ クロ オト シ プ ミ 

Hp: Rhododendron japonicum (A. Gray) Suringar レン ゲ ツ ツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 長野 県 霧 ケ ケ 峰 高原 , 3- VIII-1996; 48 exs., 同 産地 , 24-VI-1997. 

3. Apoderus (Compsapoderus) geminus Sharp, 1889 セア カ ヒ メ オト シブ ミ 

Hp: *4Imus ermanii Cham. ダケカンバ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 7 exs., 言 山県 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 ,20-VII-1996. 

Hp: *Alnus fauriei Lév. et Vant. ミ ヤマ カワ ラ ハ ン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 6 exs., 岐阜 県 平湯 峠 ,8-VIII-1996. 

Hp: Almus hirsuta Turcz. ケ ヤマ ハン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs., 岐阜 県 平湯 峠 , 14-VIII-1995: 15 exs., 同 産地 , 8-VIII-1996. 

Hp: *Alnus hirsuta Turcz. var. sibirica (Fischer) C. K. Schn ヤマ ハン ノ キ (Betulaceae カ バ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準 
備中 」 

Cr Exam.: 4 exs., 岐阜 県 白水 滝 , 26-VI-1997 

Hp: Alnus japonica (Thunb.) Steud. ハンノキ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 32 exs., 富山 県 古沢 ,27-V-1997. 

Hp: *4lInus maximowiczii Call. ミ ヤマ ハン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 庫 山 県 立山 弥 陀 ケ 原 湿 原 , 23-VII-1997. 

Hp: *AlInus pendula Matsumura ヒメ ヤシ ャ ブシ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996: 3 exs., 同 产地 , 1-VIII-1996: 2 exs., 同 産 地 , 6-VIII-1996; 11 exs., 伊 折 , 
28-V-1997: 3 exs., 片貝 川 , 18-VII-1996: 1 ex., 同 産地 。 17-VI-1997: 1 ex., 僧 ケ 后 , 25-VII-1996: 1 ex., 三田 , 6-V-1997: 1 
ex., 芦 骸 寺 , 17-V-1997: 1 ex., 牛 岳 。 7-VI-1997. 

Hp: *Carpinus cordata Bl. サワ シバ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] ( 摂 食 の み ) 

Ad. Exam.: 4 exs., 冨山 県 片貝 川 ,10-V-1997. 

Hp: Carpinus laxiflora (Sieb. et Zucc.) Bl アカ シ デ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 28-IV-1996: 2 exs., 同 産地 , 6-V-1996: 3 exs. 同 産地 , 5-VI-1997; 1 ex., 同 产地 , 12-VI- 
1997: 1 cx., 栗須 ,7-V-1996: 5 cxs., 昔 败 寺 , 17-V - 1997. 

Hp: *Carpinus tschonoskii Maxim. イ ヌン シン デ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 
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Cr Bxam.: 3 exs., 冨山 県 三田 , 6-V-1996: 1 ex., 同 产地 , 5- VI-1997: 1 cx. 古沢 , 23-V-1997: 5 exs., 同 産 地 , 27-V-1997. 

Hp: Carpinus sp. クマ シ デ 属 の 一 種 (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 大 岩 , 12-V-1996. 

Hp: *Corylus sieboldiana Bl. ツノ ハシ バ ミ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 , 25-V-1996; 1 ex., 同 产地 , 18-V-1997; 2 exs., 三田 , 6-V-1997; 1 ex., 同 产地 , 5-VI-1997; 
2 exs., 同 产 地 , 12-VI-1997. 

Hp: Swida controversa (Hemsl.) Sojak ミズ キ (Cornaceae ミズ キ 科 ) 

Cr Exam.: 2 cxs. 富山 県 城山 , 14-V-1996: 2 exs., 同 产地 , 3-V-1997; 3 exs. 古沢 , 27-V-1997: 1 ex., 三田 , 29-IV-1996: 
1 ex。 同 産地 , 16-V-1996: 1 ex., 同 产 地 , 19-VI-1996: 1 ex., 栃 折 峠 , 27-VI-1996: 1 ex., 上 仁 歩 , 4-V-1997: 2 exs., 馬場 島 , 
12-VI-1996: 2 exs., 同 産 地 , 1-VI-1996: 1 ex., 片 内川 , 10-V-1997: 5 exs. 岐阜 県 白水 滝 , 26-VI-1997. 

Hp: *Cladothamnus bracteatus (Maxim.) Yamazaki ミ ヤマ ホ ツ ツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs.。 堂山 県 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 ,20-VII-1996: 1 cx., 同 産地 23-VII-1997. 

Hp: *Elliottia paniculata (Sieb. et Zucc.) Benth. et Hook ホ ツ ツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 1 ex。 三 田 , 5-VI-1997: 5 exs., 馬場 島 , 6-VIII-1996: 2 exs., 大 岩 , 8-VI- 
1997: 5 exs., 片貝 川 , 17-VI-1997: 14 cxs., 岐阜 県 大 多 和 峠 ,27-VII-1996. 

Hp: *Leucothoe grayana Maxim. ハ ナ ヒ リ ノ キ (Ericaceae ツツジ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 6 exs., 冨山 県 古沢 , 27-V-1997. 

Hp: *Rhododendron dilatatum Miq. ミツ バツ ツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 2 exs., 冨山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996. 

Hp: Rhododendron obtusum (Lindl.) Planchon var. kaempferi (Planchon) Wilson ヤマ ツツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 5-VI-1997; 9 exs., 富山 県 大 岩 , 8-VI-1997. 

Hp:*Rhododendron semibarbatum Maxim. バ イカ ツツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) [LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 冨山 県 水 無 , 13-VII-1996. 

Hp: Rhododendron sp. ツツジ 属 の 一 種 (Ericaceae ツツジ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 6-V-1997; 3 exs., 芦 風 寺 , 17-V-1997. 

Hp: Vaccinium oldhamii Miq. ナツ ハゼ (Ericaceae ツツジ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 三田 , 4-V-1996: 3 exs., 同 产地 , 6-V-1996; 1 ex., 同 産 地 , 19-V-1996; 9 exs., 同 产 地 , 5-VI- 
1997: 1 ex., 同 产地 , 12-VI-1997: 1 ex., 栃 折 峠 , 13-V-1996; 8 exs., 城山 , 19-V-1997; 4 exs., 古沢 , 27-V-1997. 

Hp: Vaccinium japonicum Miq. アク シバ (Ericaceae ツツジ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996; 2 exs., 同 产地 , 18-V-1997. 

Hp: *Vaccinium hirtum Thunb. var pubescens (Koidz.) Yamazaki ウス ノ キ (Ericaceae ツ ツ ジ 科 )[Uehara & Suzuki, 準備 
中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 水 無 , 13-VII-1996. 

Hp: Vaccinium spp. ス ノ キ 属 の 一 種 (Ericaceae ツツジ 科 ) 

Cr Exam.: 10 exs。 富山 県 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 , 20-VII-1996: 6 exs., 同 产地 , 23-VII-1997: 2 exs., 同 産地 , 18-VIII-1997: 1 
ex。 三田,6-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 12-V-1997. 

Hp: *Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ (Fagaceae ブナ 科 ) LUehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 16-V-1996: 1 ex., 同 産 地 , 24-V-1996. 

Hp: *Quercus crispula Bl. ミズナラ (Fagaceae ブナ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栗須 ,7-V-1996: 2 exs., 芦 骸 寺 , 17-V-1997. 

Hp: *Quercus glauca Thunb. ex Murray アラ カシ (Fagaceae ブナ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 7 exs., 庫 山 県 芦 骸 寺 , 17-V-1997, 1 ex., 三田 , 12- VI-1997. 

Hp: Quercus serrata Thunb. ex Murray コナ ラ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 5 exs。 富山 県 三田 , 4-V-1996 : 2 exs. 同 産地 , 6-V-1996: 7 exs., 同 产地 , 6-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 12-V- 
1997: 3 exs。 同 産地 . 4-VII-1997: 2 exs., 城山 , 10-VII-1996: 2 exs., 古沢, 23-V-1997: 20 exs., 同 産 地 , 27-V-1997: 6 
exs。 同 産地 , 14-VI-1997: 17 exs.。 同 产地 , 16-VI-1997: 1 ex., 同 産 地 , 1-VI-1997: 2 exs.。 同 産地 , 3-VII-1997: 4 exs,， 稲 
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村 , 13-V-1997: 8 exs., 芦 崎 寺 , 17-V-1997. 

Hp: *Hamamelis japonica Sieb. et Zucc. var obtusata Matsumura マル バ マ ン サ ク (Hamamelidaceae マ ン サ ク 科 )[Uehara 
& Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 三田 , 6-V-1996: 2 exs., 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 3 exs., 同 産 地 , 18-V-1997: 2 exs.。 有 峰 , 2-VII- 
1996. 

Hp: *Lespedeza cyrtobotrya Miq. マル バハ ギ (Leguminosae マメ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs., 冨山 県 芦 骸 寺 , 17-V - 1997. 

Hp: Robinia pseudoacacia L. ハハ リエ ンジ ュ (ニセ アカ シア ) (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 28 exs., 冨山 県 城山 , 19-V-1997; 5 exs., 古沢 , 27-V-1997. 

Hp: Wisteria floribunda (Willd.) DC. フジ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs, 富山 県 城山 , 18-V-1996; 1 ex., 同 産 地 , 14-VI-1996; 5 exs., 同 産地 , 9-V-1997; 1 ex., 芦 出 寺 , 17-V- 
1997: 2 exs., 牛 后 ,7-VI-1997; 1 ex., 大 岩 , 15-VI-1997. 

Hp: *Humulus lupulus L. var. cordifolius (Miq.) カラ ハナ ソウ (Moraceae クワ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 片貝 川 , 30-VI-1996. 

Hp: *Antenoron filiforme (Thunb.) Roberty et Vautier ミズ ヒキ (Polygonaceae タデ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 12-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 12-VI-1997. 

Hp: Reynoutria sachalinensis (FrSchm.) Nakai オオ イタ ドリ (Polygonaceae タデ 科 ) 

Cr Exam.: 16 exs., 富山 県 片貝 川 , 18-VII-1996: 9 exs., 同 産 地 , 17-VI-1997: 49 exs., 馬場 島 , 1-VII-1996: 36 exs. 同 産 
地 , 6-VIII-1996: 3 exs., 同 産 地 , 4-VII-1997: 20 exs., 同 产地 , 5-VII-1997: 2 cxs., 伊 折 , 13-V-1997: 4 exs., 同 産地 , 28-V- 
1997: 1 ex. 芦 骨 寺 , 17-V-1997: 4 exs., 立山 美女 平 ,23-VII-1997. 

Hp: Agrimonia pilosa Ledeb. var japonica (Miq.) Nakai キン ミズ ヒキ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 17 exs., 長野 県 霧 ケ 峰 高原 。24-VI-1997. 

Hp: *Geum japonicum Thunb. ダイ コン ソウ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 稲村 , 13-V-1997. 

Hp: *Prunus incisa Thunb. ex Murray ssp. kinkiensis (Koidz.) Kitamura キン キマ メ ザクラ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & 
Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 1 ex., 同 産 地 , 27-VI-1996: 1 ex., 三田 , 12-V-1997: 1 ex., 岐阜 県 池 人 ケ 原 湿 
原 , 23 -VI-1997. 

Hp: *Prunus grayana Maxim. ウ ワ ミ ズ ザ クラ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] ( 摂 食 の み ) 

Ad. Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 26-IV-1997. 

Hp: Prunus sp. サ クラ 属 の 一 種 (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , $-VI-1997. 

Hp: Rosa multiflora Thunb. ノ イバラ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 城山 , 20-V-1996: 14 exs., 同 産地 . 7-V-1997: 2 exs., 同 产地 , 9-V-1997: 37 exs., 同 産地 , 19-V- 
1997: 6 exs.。 古沢 , 14-VI-1997: 6 exs., 牛 岳 。 7-VI-1997: 2 exs., 三 田 , 12-VI-1997: 20 exs., 大 岩 , 15-VI-1997: 1 ex., 長 
野 県 霧 ケ 峰 高原 、 24-VI-1997. 

Hp: *Rosa multiiflora Thunb. バラ 栽培 品種 (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 富山 県 伊 折 , 13-V-1997. 

Hp: *Rubus crataegifolius Bunge クマ イチ ゴ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 富 山県 片 由 川 , 13-VI-1996: 2 exs., 馬場 島 , 12-VII-1996: 5 exs., 同 産地 , 1-VIII-1996: 1 exs. 同 産地 , 
6-VIII-1996: 2 exs., 同 産地 ,4-VII-1997: 3 exs., 同 産地 ,$-VII-1997: 1 ex., 牛 后 ,7-VI-1997; 1 ex., 岐阜 県 白水 滝 , 26-VI- 
1997. 

Hp: *Rubus hakonensis Franch. et Saval. ミ ヤマ フ ユ イチ ゴ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 古沢 ,23-V-1997: 1 ex., 同 产地 ,3-VII-1997. 

Hp: *Rubus koehneanus Focke ミヤ マニ ガチ ゴ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 長野 県 竣 ケ 峰 高原 , 24-VI-1997. 
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Hp: Rubus palmatus Thunb. var coptophyllus A. Gray モミ ジイ チ ゴ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 4-V-1996: 2 exs., 同 产地 , 6-V-1996: 5 exs., 同 産地 , 6-V-1997: 10 exs.。 同 産地 , 12-V- 
1997: 5 exs., 同 産地 5-VI-1997: 3 exs.。 同 産地 , 12-VI-1997: 1 ex., 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 1 ex., 同 产地 , 27-VI-1996: 3 
exs.。 同 产 地 , 18-V-1997: 3 exs.。 大 玉 毛 , 4-V-1997: 1 ex., 上 仁 歩 , 4-V-1997: 2 exs., 大 岩 , 12-V-1996: 1 ex., 同 产 地 , 8-VI 
-1997: 8 exs., 稲村 , 13-V-1997: 1 ex., 古沢 , 23-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 27-V-1997: 4 exs., 同 産地 , 22-VI-1997: 2 exs., 牛 
后 , 7-VI-1997. 

Hp: *Rubus vernus Focke ベニ バナ イチ ゴ (Rosaceae バラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 17 exs., 営 山県 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 ,20-VII-1996. 

Hp: Rubus sp. キイ チ ゴ 属 の 一 種 (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 12 exs., 言 山県 城山 , 19-V-1997. 

Hp: Sanguisorba officinalis し. ワレ モコ ウ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 14 exs.。 富山 県 水 無 , 13-VII-1996: 32 exs., 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 ,20-VII-1996: 92 exs., 同 産地 , 23-VII-1997: 6 
exs,, 同 産地 , 18-VIII-1997: 20 exs., 長野 県 邑 ケ 峰 高原 , 24- VI-1997. 

Hp: Salix spp. ヤナ ギ 属 の 一 種 (Salicaceae ヤナ ギ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex。 党 山県 三田 , 6-V-1996: 1 ex.。 同 産地 . 14-V-1996: 1 cx。 同 産地 , 6-V-1997: 9 cxs。 同 产地 , 12-V-1997: 
35 exs。 同 産地 , 5-VI-1997: 17 exs., 同 产地 , 12-VI-1997: 3 exs., 同 产地 , 4-VII-1997: 2 exs., 大 岩 , 12-V-1996: 7 exs., 同 
産地 . 8-VI-1997: 9 exs., 馬場 島 , 12-VII-1996: 10 exs. 同 産地 , 1-VIII-1996: 14 exs., 同 産地 . 5-VII-1997: 26 exs., 伊 折 , 
13-V-1997: 41 exs., 同 産地 , 28-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 15-IX-1997: 18 exs. 水 無 , 13-VII-1996: 4 exs., 片 内 川 , 18-VII- 
1996: 8 exs., 芦 吸 寺 , 17-V-1997: 5 exs., 牛 后 , 7-VI-1997: 2 exs. 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 ,23-VII-1997: 1 ex., 岐阜 県 平湯 峠 , 6- 
VII-1996: 6 exs. 大 多 和 峠 , 27-VII-1996: 4 exs.。 中 沢上 , 23-VI-1997: 37 exs., 白水 滝 , 26- VI-1997. 

Hp: *Astilbe thunbergii (Sieb. et Zucc.) Miq. var congesta H. Boiss. ト リア シシ ョ ウマ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) 
[Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 19-V-1996: 1 ex., 同 産地 , 6-V-1997: 1 cx., 馬場 島 , 12-VII-1996: 4 exs., 同 产地 , 1-VII- 
1996: 1 ex., 片貝 川 ,18-VII-1996: 2 exs., 栃 折 峠 , 18-V-1997. 

Hp: *Eurya japonica Thunb. ヒサ カキ (Theaceae ツバ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 14 exs.。 富山 県 古沢 ,23-V-1997: 3 exs., 同 産地 , 27-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 17-VI-1997: 1 ex., 同 産地 , 22- VI- 
1997: 2 exs., 大 岩 , 8-VI-1997: 3 exs., 三田 , 12-VI-1997. 

Hp: *Zelkova serrata (Thunb.) Makino ケヤキ (Ulimaceae ニレ 科 ) [LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 5 exs., 富山 県 三田 , 12-V-1997: 1 ex., 古沢 , 27-V-1997. 

4 . Apoderus (Leptapoderus) balteatus Roelofs, 1874 ウス モン オト シブ プ ミ 

Hp: Stachyurus praecox Sieb. et Zucc. キ ブ シ (Siachyuraceae キ ブ シ 科 ) 

Cr Exam-: 1 ex., 富山 県 上 仁 歩 , 25-V-1996: 2 exs., 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 3 exs., 三田 , $-VI-1996: 1 ex., 同 产地 , 4-VII- 
1996: 1 ex., 同 産地 . 9-VII-1996; 5 exs., 同 産地 , 12-V-1997: 3 exs.。 同 产地 , 5-VI-1997: 16 exs.。 同 产地 , 12-VI-1997: 4 
exs. 同 産 地 , 13-VI-1997: 34 exs., 大 岩 , 20-VI-1996: 47 exs。 同 産地 8-VI-1997: 62 cxs。 同 産地 , 15-VI-1997: 3 exs., 馬 
場 島 . 29-VI-1996: 9 exs., 同 产地 , 12-VII-1996: 31 exs., 同 産地 , 6-VII-1996: 1 ex., 同 産 地 。 4-VII-1997: 1 ex., 同 産 地 。 5 
-VII-1997: 4 exs., 伊 折 , 28-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 15-IX-1997: 3 exs., 片 内 川 , 18-VII-1996: 1 ex., 20-IX-1997: 6 exs., 
僧 ケ 岳 , 25-VII-1996: 36 exs., 牛 岳 。 7-VI-1997: 3 exs., 岐阜 県 杉原 , 23-VI-1997: 5 exs.。 中 沢上 , 23-VI-1997: 4 exs. 白水 
滝 , 26-VI-1997. 

Hp: Euscaphis japonica (Thunb.) Kanitz ゴン ズ イ (Staphyleaceae ミツ バウ ツ ギ 科 ) 

Cr Exam.: 3 exs., 富山 県 三田 , 5-VI-1997. 

5 . Apoderus (Leptapoderus) praecellens Sharp, 1889 ムツ モン オト シ プ ブ ミ 

Hp: Aster glehni Fr Schm. var hondoensis Kitam. ゴマ ナ (Compositae キク 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 僧 ケ 岳 , 12-VIII-1995: 2 exs., 同 産地 , 25-VII-1996; 2 exs., 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 1 ex 馬場 島 , 
12-VI-1996: 20 exs. 長野 県 乗鞍, 14-VIII-1995: 1 ex., 岐阜 県 平湯 峠 , 14-VII-1995: 1 ex., 同 産地 。 6-VII-1996: 26 exs., 
同 产地 , 8-VIIl-1996: 1 ex., 大 多 和 峠 , 27-VII-1997: 5 exs., 長野 県 霧ヶ峰 高原 , 3-VIII-1996. 

Hp: Cacalia adenostyloides (Franch. et Savat.) Matsum. カニ コウ モリ (Compositae キク 科 ) 
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Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 立山 美女 平 ,20-VII-1996. 

Hp: Cacalia hastata L. ssp. orientalis Kitam. ヨ ブス マソ ウ (Compositae キク 科 ) 

Cr Exam.: 6 exs., 冨山 県 水 無 , 13-VII-1996. 

Hp: *Cacalia hastata L. ssp. orientalis Kitam. var ramosa (Maxim.) Kilam. オ オバ コウ モリ (Compositae キク 科 )LUehara 
& Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs., 長野 県 乗鞍 , 8-VII-1996. 

Hp: *Cirsium matsumurae Nakai ハク サン アザ ミ (Compositae キク 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 13 exs., 富山 県 水 無 , 13-VII-1996: 2 exs., 僧 ケ 岳 , 25-VII-1996: 1 ex. 岐阜 県 杉原 , 23-VI-1997: 2 exs。 白水 
滝 , 26-VI-1997. 

Hp: *Solidago virgaurea L. ssp. asiatica Kitam. ア キノ キリ ン ソ ウ (Compositae キク 科 ) [Uéhara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 馬場 島 , 1-VIII-1996: 2 cxs., 岐阜 県 平湯 峠 。8-VIII-1996. 

Hp: *Clinopodium sp トウ バナ 属 の 一 種 (Labiatae シソ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 .12-VII-1996. 

Hp: *Rabdosia trichocarpa (Maxim.) Hara クロ バナ ヒキ オ コ シ (Tabiatae シソ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 10 exs. 富山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 3 exs., 同 产地 , 18-V-1997: 1 ex., 片貝 川 , 18-VII-1996: 4 exs. 僧 分 后 , 12 
-VIII-1995: 1 ex., 同 产地 , 25-VI-1996: 4 exs., 馬場 島 , 12-VII-1996: 6 exs., 同 産地 , 6-VI-1996: 2 exs.。 同 産 地 , 5-VII- 
1997: 1 ex., 伊 折 , 13-V-1997: 2 exs., 同 产地 ,28-V-1997; 11 exs. 岐阜 県 杉原 , 23-VI-1997. 

Hp: Rabdosia umbrosa (Maxim.) Hara var leucantha (Murai) Hara カメ バ ヒ キオ コシ (Labiatae シソ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 馬場 島 , 12-VII-1996. 

Hp: Salvia glabrescens Makino アキ ギリ (Labiatae シソ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996: 1 ex., 伊 折 , 13-V-1997: 17 exs., 大 岩 , 8-VI-1997: 14 exs., 同 産地 , 15- VI 
-1997: 5 exs., 水 無 , 13- VII-1996; 1 ex., 僧 ケ 岳 , 25-VII-1996. 

6 . Apoderus (Leptapoderus) rubidus Motschulsky, 1860 ウス アカ オト シブ 

Hp: も 4cey carpinifolium Sieb. et Zucc. チドリ ノ キ (Aceraceae カエ デ 科 ) LUehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs./, 富山 県 大 岩 , 8-VI-1997. 

Hp: *4ctinidia sp. マタ タビ 属 の 一 種 (Actinidiaceae マタ タビ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 , 6-VIII-1996. 

Hp: Acanthopanax sciadophylloides Franch. et Savat. コ シア ブラ (Araliaceae ウ コ ギ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs.*, 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996: 1 ex”., 富山 県 大 岩 , 8-VI-1997. 

Hp: *4Imus sp. ハン ノ キ 属 の 一 種 (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex.”“, 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996. 

Hp: *Viburnum dilatatum Thunb. ex Murray ガマ ズミ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 営 山県 大 岩 , 8-VI-1997. 

Hp: *Viburnum furcatum Bl. ex Maxim. オ オカ メ ノ キ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 岐阜 県 平湯 峠 。8-VIII-1996: 2 exs., 富山 県 僧 ケ 后 。25-VII-1996. 

Hp: Viburnum plicatum Thunb. £. glabrum (Koidz. ex Nakai) ケ ナシ ヤブ デマ リ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 三田 , 16-V-1996: 3 exs., 同 产 地 , 12-V-1997: 1 ex., 大 玉 毛 , 4-V-1997, 1 ex., 稲村 , 13-V-1997: 1 
ex., 大 岩 , 8-VI-1997: 2 exs., 同 産地 , 15 - VI-1997: . 

Hp: *Viburnum sieboldii Miq. ゴマ ギ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs., 冨山 県 大 岩 , 8-VI-1997. 

Hp: *Viburnum wrightii Miq. ミ ヤマ ガマ ズミ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 2 exs., 冨山 県 栃 折 峠 , 18-V-1997. 

Hp: *Weigela decora (Nakai) Nakai ニン シキ ウツ ギ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 12 exs., 長野 県 霧 ケ 蜂 高 原 , 24- VI-1997. 

Hp: Weigela hortensis (Sieb. et Zucc.) K. Koch ター ウツ ギ (Caprifoliaceag スイ カズ ラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 栗須 , 7-V-1996: 1 ex., 大 岩 , 12-V-1996: 1 ex., 同 产地 , 20-VI-1996: 4 exs., 同 产地 , 8-VI-19977: 
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8 exs., 同 产地 , 15-VI-1997: 2 exs., 馬場 島 , 29-VI-1996: 19 exs., 同 産地 , 12-VII-1997: 19 exs., 同 产 地 , 6- VIII-1996: 8 
exs。 同 産地 . 5-VII-1997: 1 ex., 伊 折 , 13-V-1997: 9 exs., 同 产地 , 28-V-1997: 2 exs., 稲村 , 13-V-1997: 6 exs. 芦 崎 寺 , 17 
-V-1997: 1 ex。 水 無 ,13-VII-1996: 4 exs., 片貝 川 , 18-VII-1996: 7 exs., 同 産地 , 10-V-1997: 3 exs., 同 产地 , 17-VI-1997: 6 
exs。 僧 ケ 岳 ,25-VI-1996: 1 ex.。 立山 美女 平 , 20-VII-1996: 1 ex., 三田 , 12-V-1997: 1 ex., 同 産地 , $-VI-1997: 1 ex., 富山 
県 栃 折 峠 18-V-1997: 1 ex. 岐阜 県 大 多 和 峠 ,27-VII-1996: 1 ex., 平湯 峠 ,8-VIII-1996: 4 exs., 长 野 轩 圳 分 峰 高 原 , 3-VI- 
1996 

Hp: *Celastrus orbiculatus Thunb. ツ ルウ メモ ドキ (Celastraceae ニシ キ ギ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 長野 県 霧 ケ 峰 高 原 , 24-VI-1997. 

Hp: *Euonymus sieboldianus Bl. マユ ミ (Celastraceae ニシ キ ギ 科 ) [Uéhara & Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 長野 県 霧ヶ峰 高 原 , 24-VI-1997. 

Hp: Clethra barvinervis Sieb. et Zucc. リ ョ ウブ (Clethraceae リョ ウブ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 , 29-VI-1996: 2 exs., 片貝 川 , 17-VI-1997: 1 ex., 岐阜 県 大 多 和 峠 27-VII-1996: 3 exs.。 長 
野 県 霧ヶ峰 高原 , 24-VI-1997: 

Hp: Swida controversa (Hemsl.) Sojak ミズ キ (Cornaceae ミズ キ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs。 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996; 1 ex., 同 産地 , 1-VII-1996; 1 ex., 片貝 川 , 18-VII-1996; 2 exs., 同 产 地 ， 
17-V1 コ A997; 1 ex., 立山 美女 平 , 20-VII-1996. 

Hp: *Menziesia cilicalyx (Miq.) Maxim. ツリ ガ ネ ツ ツジ (Ericaceae ツツジ 科 ) LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996. 

Hp: *Rhododendron sp. ツツジ 属 の 一 種 (Ericaceae ツツジ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 営 山県 馬場 島 , 6-VIII-1996. 

Hp: *Vaccinium japonicum Miq. アク シバ (Ericaceae ツツジ 科 ) LUehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs.。 富山 県 水 無 , 13-VII-1996: 2 exs., 富山 肉片 具 川 , 17-VI-1997. 

Hp: *Vaccinium oldhamii Miq. ナツ ハゼ (Bricaceae ツツジ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 大 岩 , 12-V-1996. 

Hp: *Tccz ovalifolium J. E. Smith クロ ウス ゴ (Ericaceae ツツジ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex.*, 富山 県 水 無 , 13-VII-1996. 

Hp: *Euptelea polyandra Sieb. et Zncc. フサ ザク ラ (Eupteleaceae フサ ザク ラ 科 ) LUehara & Suzuki， 準備 中 ] 

Cr Exam: 2 exs, 富山 県 大 岩 , 8-VI-1997: 5 exs。 同 産地 。 15-VI-1997: 2 exs., 馬場 島 。 4- VI-1997: 2 exs., 片 具 川 , 17- 
VI_997. 

Hp: *Fagus crenata Bl. ブナ (Fagaceae ブナ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex.*, 富山 県 水 無 , 13-VII-1996: 3 exs., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996. 

Hp: *Akebia trifoliata (Thunb.) Koidz. ミ ツバ アケビ (Lardizabalaceae ア ケ ビ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 6-V-1997. 

Hp: Lindera praecox (Sieb. et Zucc.) B1. アプ ラチ ャ ン (Lauraceae クス ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 三田 , 12-VI-1997. 

Hp: *Lindera obtusiloba Bl. ダン コウ バイ (Lauraceae クス ノ キ 科 ) LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 長野 県 霧 ケ ケ 峰 高原 , 24-VI-1997 

Hp: *Lindera umbellata Thunb. var membranacea (Maxim.) Momiyama オオ バク ロモ ジ (Lauraceae クス ノ キ 科 )LUehara 
& Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex。 富 山県 栃 折 峠 , 27-VI-1996: 1 ex.“, 馬場 島 , 12-VI-1996: 1 ex。 伊 折 ,28-V-1997, 1 ex。 立山 美女 平 
20-VI-1996: 1 ex。 芦 骸 寺 , 17-V-1997: 1 ex.", 水 無 , 13-VII-1996: 2 exs., 片貝 川 , 17-VI-1997: 2 exs。 岐阜 県 大 多 和 峠 , 
27-VII-1996. 

Hp: *Wisteria floribunda (Wild.) DC. フジ (Leguminosae マメ 科 ) LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex.。 富山 県 三田 , 12-VI-1997. . 

Hp: *Magnolia salicifolia (Sieb. et Zucc.) Maxim. タ ムシ バ (Magnoliaceae モ クレ ン 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 堂山 県 栃 折 幅 , 26- VI-1996. 
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Hp: *Fraxinus serrata (Nakai) Murata アオ ダ モ (Oleaceae モク セイ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 , 1-VIII-1996: 2 es., 長野 県 霧 ケ 峰 高 原 , 24-VI-1997. 

Hp: *Chamaenerion angustifolium (L.) Scop. ヤナ ギラ ン (Onagraceae アカ バナ 科 ) LUehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 長野 県 霧 ケ 峰 高原 , 24-VI-1997 

Hp: *Reynoutria japonica Houtt. イタ ドリ (Polygonaceae タデ 科 ) [LUehara & Suzuki 準備 中 

Cr Exam.: 1 ex., 岐阜 県 平湯 峠 ,6-VII-1996: 2 exs., 富山 県 立山 美女 平 , 20-VII-1996; 3 exs., 長野 県 却 ケ ケ 峰 高原 , 24-VI- 
1997. 

Hp: Aruncus dioicus (Walt.) Fern. var tenuifolius (Nakai) Hara ヤマ ブ キ シ ョ ウマ (Rosaceae バラ 科 ) [Uéhara & Suzuki， 
準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 僧 ケ 岳 ,12-VIII-1995: 1 ex., 馬場 島 , 5-VII-1997. 

Hp: Prunus grayana Maxim. ウ ツウ ワ ミズ ザク ラ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex.。 富山 県 大 岩 , 12-V-1996: 1 ex.。 同 産 地 , 20-VI-1996: 1 ex., 同 産地 , 8-VI-1997: 2 exs. 馬場 島 .12-VII- 
1996: 1 ex.。 同 产 地 , 1-VIII-1996: 6 exs., 伊 折 , 28-V-1997: 1 ex., 有 峰 , 2-VII-1996: 7 exs., 水 無 , 13-VII-1996: 1 ex., 立 
山 美女 平 , 20-VII-1996: 1 ex., 三田 , 12-VI-1997: 4 exs。 片貝 川 , 17-VI-1997: 1 ex., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996: 2 exs., 
平湯 峠 。8-VIII-1996: 1 ex. 池 ケ 原 湿原 , 23-VI-1997: 1 ex., 白水 滝 , 26 -VI-1997. 

Hp: Prunus sp. サク ラ 属 の 一 種 (Rosaceae バ ラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996， 

Hp: Rubus palmatus Thunb. var coptophyllus A. Gray モミ ジイ チ ゴ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 稲村 , 13-V-1997; 1 ex., 大 岩 , 15-VI-1997. 

Hp: *Sorbus commixta Hedl. ナ ナカ マ ド (Rosaceae バラ 科 ) [UEhara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996; 1 ex., 芦 風 寺 , 17-V-1997. 

Hp: *Salix spp. ヤナ ギ 属 (Salicaceae ヤナ ギ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs.。 富山 県 馬場 島 . 12-VII-1996: 2 exs., 同 产地 , 4-VII-1997: 3 exs.。 片貝 川 , 18-VII-1996: 2 exs. 岐阜 県 
大 多 和 赎 , 27-VII-1996: 1 ex., 平湯 峠 , 8-VIII-1996; 1 ex., 白水 滝 , 26-VI-1997. 

Hp: *Astilbe thunbergii (Sieb. et Zucc.) Miq. var thunbergii アカ ショ ウマ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) [Uehara & 
Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs.。 富山 県 片貝 川 , 10-V-1997: 3 exs., 伊 折 ,28-V-1997: 1 ex., 馬場 島 , 5-VII-1997. 

Hp: Astilbe thunbergii (Sieb. et Zucc.) Miq. var congesta H. Boiss. トリ アシ ショ ウマ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) 

Cr Exam.: 35 exs., 富山 県 馬場 島 , 0 15 exs., 同 産地 . 6-VIIl-1996: 6 exs., 伊 折 , 13-V-1997: 4 exs., 同 産 
地 , 28-V-1997: 4 exs., 稲村 , 13-V-1997: 2 exs. 水 無 , 13-VII-1996: 2 exs., 片貝 川 , 18-VII-1996: 2 exs.。 僧 ケ 后 , 25- 
VII-1996: 1 ex., 栃 折 峠 ,18-V-1997: 1 ex., 入 23- VI-1997. 

Hp: *Deutzia gracilis Sieb. et Zucc. ヒメ ウツ ギ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] ( 摂 食 の み ) 

Ad. Exam.: 1 ex., 冨山 県 三田 , 27-IV -1997. 

Hp: *Hydrangea paniculata Sieb. et Zuncc. ノ リウ ツ ギ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 水 無 , 13-VII-1996: 3 exs., 片貝 川 , 18-VII-1996: 2 exs., 立山 美女 平 , 20-VII-1996: 1 ex., 同 産 
地 , 23-VII-1997: 1 ex.。 芦 出 寺 , 17-V-1997: 4 exs., 馬場 島 , 6-VIII-1996: 2 exs., 三田 , 12-VI-1997: 1 ex., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 
27-VII-1996: 1 ex., 平湯 峠 。8-VIII-1996: 6 exs., 長野 県 霧 ケ 峰 高原 , 3-VIII-1996: 11 exs., 同 産地 , 24-VI-1997. 

Hp: *Hydrangea petiolaris Sieb. et Zucc. ツル アジ サイ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 岐阜 県 平湯 峠 , 6-VII-1996: 2 exs., 富山 県 馬場 島 。 1-VIII-1996: 1 ex., 大岩 , 8-VI-1997: 7 exs.。 片 具 
川 , 17- VI-1997. 

Hp: *Hydrangea serrata (Thunb. ex Murray) ヤマ アジ サイ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 . 1-VIII-1996; 2 exs., 伊 折 ,28-V-1997: 1 ex., 立山 美女 平 , 23- VII-1997. 

Hp: Hydrangea spp. ア ジ サ イ 属 数 種 (Saxifragaceae ユ キノ シタ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 16-V-1996: 1 ex., 大 岩 , 20-VI-1996: 1 ex., 片貝 川 , 10-V-1997. 

Hp: *Rodgersia podophylla A. Gray. ヤグ ル マ ソ ウツ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 馬場 島 , 12-VII-1996: 1 ex., 同 産地 , 1-VIII-1996. 
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Hp: Veronicastrum sibiricum (L.) Pennell ssp. japonicum (Nakai) Yamazaki ク ガイ ソウ 
(Scrophulariaceae ゴマ ノ ハ グ サ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 9-VIII-1995; 1 ex., 同 産地 , 27-VII-1996: 3 exs., 平湯 峠 , 8-VIII-1996: 1 ex., 冨山 県 
馬場 島 ,6-VI-1996: 1 ex., 長野 県 霧ヶ峰 高 原 , 3-VIII-1996. 

Hp: *Symplocos chinensis (Lour.) Druce var leucocarpa (Nakai) Ohwi f. pilosa (Nakai) Ohwi サワ フタ ギ (Symplocaceae 
ハイ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 富山 県 立山 美女 平 。20-VII-1996: 6 exs., 長野 県 霧 ケ 峰 高 原 , 3-VIII-1996; 1 ex., 同 产地 , 24-VI-1997: 1 
ex., 岐阜 県 池 人 ケ 原 湿原 , 23-VI-1997. 

Hp: Zelkova serrata (Thunb.) Makino ケヤキ (Ulmaceae ニレ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 栃 折 峠 ,18-V-1997; 1 cx., 大 岩 ,8-VI-1997: 1 ex., 同 産地 。15-VI-1997. 

Hp: *Ampelopsis brevipedunculata (Maxim.) Trautv. var. heterophylla (Thunb.) Hara ノブ ドウ (Vitaceae ブドウ 科 )[Uehara 
& Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 大 岩 , 15-VI-1997. 


ii. Tribe Hoplapoderini マダ ラオ トシ ブ ミ 族 

7 . Paroplapoderus (Agomadaranus) pardalis (Vollenhoven, 1865) ゴマ ダラ オト シブ ミ 

Hp: *Alnus maximowiczii Call. ミヤ マハ ン ノ キ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 立山 弥 陀 ケ 原 湿原 、20-VI-1996: 1 ex., 同 産地 ,23-VII-1997. 

Hp: Castanea crenata Sieb.et Zucc. クリ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 27 exs., 冨山 県 三田 , 8-VI-1995: 5 exs., 同 産地 . 10-VI-1995: 7 exs.。 同 産地 , 5-VI-1997: 1 ex., 同 産地 , 4- 
VII_997: 1 ex., 同 産地 , 4-VII-1997: 31 exs.。 栃 折 峠 ,9-VI-1995. 

Hp: Fagus crenata Bl. ブナ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 ,25-V-1996: 77 exs., 水 無 , 13-VII-1996: 11 exs., 岐阜 県 白水 滝 , 26-VI-1997. 

Hp: Quercus crispula Bl. ミズ ナラ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 20 exs.。 富山 県 利賀 村 ,9-VI-1995: 1 ex., 栃 折 峠 , 25-V-1996: 12 exs. 馬場 島 , 12-VI-1995: 1 ex., 同 产地 , 29- 
VI-1996: 2 exs. 稲村 , 13-V-1997: 10 exs., 伊 折 ,28-V-1997: 7 exs.。 芦 骸 寺 , 17-V-1997: 6 exs., 岐阜 県 大 多 和 幅 , 27-VII- 
1996: 2 exs., 長野 県 霧ヶ峰 高原 , 24-VI-1997. 

Hp: Quercus serrata Thunb. ex Murray コナ ラ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 9 exs., 富山 県 芦 崎 寺 , 17-V-1997 

8 . Paroplapoderus (Paroplapoderus) vanvolxemi (Roelofs, 1875) ヒメ ゴマ ダラ オト シブ 

Hp: UlImus laciniata (Trauty.) Mayr オ ヒョウ (Ulmaceae ニレ 科 ) 

Cr Exam.: 20 exs., 長野 県 乗鞍 , 8-VIII-1996; 19 exs., 岐阜 県 白水 滝 , 26- VI-1997. 

Hp: Zelkova serrata (Thunb.) Makino ケ ヤキ (Ulmaceae ニレ 科 ) 

Cr Exam.: 3 exs., 冨山 県 上 仁 歩 , 25-V-1996; 1 ex., 栃 折 峠 , 25-V-1996: 3 exs., 同 産 地 , 18-V-1997; 1 ex., 三 田 , 6-V- 
1997; 2 exs., 同 産 地 , 12-V-1997: 10 exs., 岐阜 県 小 白川 , 26-VI-1997. 

9 . Phymatapoderus pavens Voss, 1926 ヒメ コブ オト シブ ミ 

Ep: *Zelkova serrata (Thunb.) Makino ケヤキ (Ulmaceae ニレ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」 ( 摂 食 の み ) 

Ad.Exam.: 3 exs., 冨山 県 三田 ,6-VI-1997: 3 exs., 富山 県 栃 折 峠 。 18-V-1997. 

Hp: Boehmeria nipononivea Koidz. カラ ムシ (Urticaceae イラ クサ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs., 営 山県 上 笹原 , 7-VII-1995; 9 exs., 同 産 地 , 13-VII-1995; 14 exs., 同 産 地 , 15-VII-1995; 22 exs., 三 田 ， 
18-VII-1995; 7 exs., 同 产 地 , 29-VII-1995; 2 exs., 同 产 地 , 5-VI-1997; 2 exs., 同 産地 , 12-VI-1997; 1 ex., 3-X-1997; 16 
exs。 中 根 , 15-VII-1995: 22 exs., 大 岩 , 8-VI-1997; 18 exs., 同 产 地 , 15-VI-1997; 3 exs., 岐阜 県 杉原 , 23-VI-1997. 

Hp: Boehmeria tricuspis (Hance) Makino アカ ソ (Urticaceae イラ クサ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 中 根 , 15-VII-1995: 2 exs., 三 田 , 18-VII-1995: 46 exs., 同 産 地 , 25-VII-1995: 12 exs., 29-VII- 
1995: 1 ex., 12-V-1997: 1 ex., 12-VI-1997: 36 cxs., 21-IX -1997: 9 exs., 3-X-1997: 1 ex., 桐谷 , 11-IX-1995; 13 exs., 同 産 
地 , 3-X-1997: 5 exs., 片貝 川 , 18-VII-1996: 10 exs. 同 産地 , 20-IX-1997: 9 exs., 馬場 島 , 12-VII-1996: 1 ex., 同 産地 。 1- 
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VIII-1996: 5 exs。 同 产地 , 6-VII-1996: 6 cxs。 同 産地 , 5-VII-1997: 2 exs. 稲村 , 13-V-1997: 1 ex., 伊 折 。 28-V-1997: 2 
exs., same locality 15-IX-1997: 12 exs., 大 岩 , 8-VI-1997: 7 exs, 同 産地 , 15-VI-1997. 


iii. Tribe Trachelophorini クビ ナガ オト シブ ミ 族 

10. Cycnotrachelus roelofsi (Harold, 1877) エゴ ツル クビ オト シ プ ミ 

Hp: Styrax japonica Sieb. et Zucc. エ ゴ ノ キ (Styracaceae エゴ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 10 exs., 富山 県 三田 , 10-VI-1995: 18 exs., 同 産地 , 19- VI-1995: 7 exs., 同 産地 , 4-VII-1995: 1 ex.。 同 産 地 , 4- 
V-1996: 1 ex., 同 産地 , 6-VI-1996: 7 exs., 同 産地 , 28-V-1997: 10 exs., 同 産地 , 5-VI-1997; 23 exs., 同 産地 , 12-VI-1997: 73 
exs。 同 産地 , 13-VI-1997: 163 exs., 同 产地 , 14-VI-1997: 28 exs., 同 产地 , 4-VII-1997: 5 exs., 鉄人 ケ 后 , 30-VI-1995: 1 ex., 
城山 , 6-VIII-1995: 33 cxs。 同 产地 , 22-V-1996: 21 exs., 同 产地 , 11-VI-1997: 18 cxs. 古沢 , 27-V-1997: 151 exs., 同 産地 , 
16-VI-1997: 48 cxs.。 同 産地 , 22-VI-1997: 5 exs., 同 产地 , 3-VII-1997: 1 ex., 7-VIHI-1997: 11 exs., 牛 岳 , 7-VI-1997: 9 
exs., 大 岩 , 8-VI-1997: 4 exs., 同 産地 , 15- VI-1997. 

Hp: Styrax obassia Sieb. et Zucc. ハク ウン ボク (Styracaceae エゴ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 7 exs., 富山 県 片貝 川 , 15-VI-1995: 23 exs.。 古沢 , 27-V-1997: 2 exs, 大 岩 , 8-VI-1997: 12 exs., 岐阜 県 大 多 和 
峠 , 27-VII-1996. 

11. Paracentrocorynus nigricollis (Roelofs, 1874) アカ クビ ナガ オト シブ ミ 

Hp: Malus spp. リン ゴ 類 (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 城山 ,20-VI-1996: 1 ex., 二 上 山 , 29-IV -1997. 

Hp: *Prunus pendula Maxim.F.gscezgezs (Makino) Ohwi エ ド ヒ ガン ザク ラ (Rosaceae バラ 科 )LUehara & Suzuki 準備 
中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 城山 , 2-V-1996; 3 exs., 同 产地 , 3-V-1996: 1 ex.。 7-V-1996: 3 exs., 14-V-1996: 2 exs., 18-V- 
1996: 3 exs., 14-VI-1996: 4 exs., 19-V-1997. 

Hp: Prunus sp. サ クラ 属 の 一 種 (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 5 exs., 富山 県 城山 , 9-V-1997. 

Hp: Pourthiaea villosa (Thunb.) Decne. var laevis (Thunb.) Stapf ウシ コロ シ (Rosaceae バラ 科 ) 

Cr Exam.: 6 exs., 富山 県 古沢 , 23-V-1997. 

12. Paratrachelophorus fulvus (Roelofs, 1874) キイ ロ ヒ ゲ ナ ガオ トシ プ ミ 

Hp: Clethra barvinervis Sieb. et Zncc. リ ョ ウブ (Clethraceae リョ ウブ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 冨山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 1 ex., 同 産地 27 
-VI-1996: 3 exs。 同 产地 , 18-V-1997: 3 exs# 馬場 島 , 6-Vm-1996: 1 ex., 芦 過 寺 , 17-V-1997: 15 exs., 片 具 川 , 17-VI- 
1997: 1 ex., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996: 2 exs., 白水 滝 , 26-VI-1997. 

Hp: *Euptelea polyandra Sieb. et Zucc. フサ ザク ラ (Eupteleaceae フサ ザク ラ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 大 岩 ,8-VI-1997: 1 ex., 同 産地 , 15-VI-1997. 

Hp: Lindera umbellata Thunb. var membranacea (Maxim.) Momiyama オオ バク ロモ ジ (Lauraceae クス ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 17 cxs., 富山 県 立山 美女 平 ,20-VII-1996. 

Hp: *Magnolia salicifolia (Sieb. et Zucc.) Maxim. タ ムシ バ (Magnoliaceae モク レン 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 .27-VI-1996: 2 exs., 芦 骸 寺 , 17-V-1997: 1 ex., 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996. 

Hp: Symplocos chinensis (Lour.) Druce var leucocarpa (Nakai) Ohwi f pilosa (Nakai) Ohwi サ ワ フ タ ギ (Symplocaceae 
ハイ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs.。 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996: 6 exs., 池 ケ 原 湿原 , 23-VI-1997: 1 ex., 富山 県 馬場 島 , 1-VIII-1996: 1 
ex., 片 具 川 , 17-VI-1997. 

Hp: *Symplocos coreana (LEv) Ohwi タン ナ サ ワ フタ ギ (Symplocaceae ハイ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」 

Cr Exam.: 1 ex., 堂山 県 芦 崎 寺 , 17-V-1997. 

Hp: *Stewartia pseudocamellia Maxim. ナ ツ ツ バ キ (Theaceae ツバ キ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 3 exs., 富山 県 栃 折 峠 。27-VI-1996: 1 ex., 同 産 地 , 18-V-1997: 1 ex., 岐阜 県 池 ケ 原 湿 原 , 23-VI-1997. 

Hp: Lyonia ovalifolia (Wall.) Drude var. elliptica (Sieb. et Zucc.) Hand.- Mazz. ネジ キ (Ericaceae ツツジ 科 ) 
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Cr Exam.: 2 exs.”。 富山 県 三田 , 6-V-1997: 1 ex.”, 同 産 地 , 12-V-1997. 

13. Paratrachelophorus longicornis (Roelofs, 1874) ヒゲ ナガ オト シブ ミ 

Hp: *Viburnum sieboldii Miq. ゴマ ギ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Usehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 大 岩 , 8-VI-1997: 2 exs., 同 産地 , 15- VI-1997. 

Hp: Euptelea polyandra Sieb. et Zucc. フサ ザク ラ (Eupteleaceae フサ ザク ラ 科 ) 

Cr Exam.: 20 exs.*, 富山 県 馬場 島 , 1-VIII-1996: 10 exs.*, 富山 県 馬場 島 , 4-VII-1997; 7 exs., 同 産地 , $-VII-1997: 106 
exs。 富山 県 大 岩 , 8-VI-1997: 102 exs., 同 産地 , 15- VI-1997. 

Hp: Lindera praecox (Sieb. et Zucc.) B1. アブ ラチ ャ ン (Lauraceae クス ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 6 exs. 富山 県 芦 骸 寺 , 17-V-1997: 3 exs.*, 富山 県 三田 , 5-VI-1997: 6 exs., 同 産地 , 12- VI-1997, 3 exs., 同 産 
地 , 13-VI-1997 3 exs., 岐阜 県 杉原 , 23-VI-1997. 

Hp: Lindera umbellata Thunb. var membranacea (Maxim.) Momiyama オ オバ クロ モジ (Lauraceae クス ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs., 富山 県 三田 , 16-V-1996: 1 ex., 同 産地 , 19-V-1996: 3 exs., 同 産地 , 12-V-1997: 1 ex., 同 産地 , 5- VI- 
1997: 13 exs. 同 産地 , 12-VI-1997: 3 exs., 同 産地 , 13-VI-1997: 4 exs., 栃 折 峠 13-VI-1996, 2 exs.。 同 産地 , 27-VI-1996: 1 
ex., 同 产地 , 18-V-1997: 2 exs., 馬場 島 , 29-VI-1996: 13 exs., 同 产地 , 12-VII-1996: 10 exs., 同 产 地 , 4-VII-1997: 5 exs., 
伊 折 , 28-V-1997: 1 ex., 大 岩 , 8-VI-1997: 3 exs. 同 产地 , 15-VI-1997: 17 exs., 立山 美女 平 , 20-VI-1996: 3 exs.。 同 産 地 , 
23-VII-1997: 6 exs., 芦 映 寺 , 17-V-1997: 1 ex., 水 無 , 13-VII-1996: 5 exs., 牛 岳 。 7-VI-1997: 17 exs., 片 内 川 , 17-VI-1997, 
1 ex. 岐阜 県 大 多 和 峠 , 27-VII-1996: 5 exs., 他人 ケ 原 湿原 , 23- VI-1997: 5 exs. 白水 滝 , 26-VI-1997. 

IL. Subfamily Attelabinae アン ナガ オト シブ プ ミ 亜 科 
iv.Tribe Attelabinn ア シン ナガ オト シブ ミ 族 

14. Henicolabus (Henicolbus) lewisii (Sharp, 1889) ルイ ス ア シナ ガオ トシ プ ブ ミ 

Hp: Zelkova serrata (Thunb.) Makino ケヤキ (Ulmaceae ニレ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 16-V-1996: 2 exs., 栃 折 峠 , 27-VI-1996: 232 cxs., 同 産地 , 18-V-1997. 

15. Himatolabus (Calolabus) cupreus (Roelofs, 1874) ビロード アシ ナガ オト シブ ミ 

Hp: *Betla ermanii Cham. ダケカンバ (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 有 峰 , 2-VII-1996. 

Hp: Fagus crenata B1. ブナ (Fagaceae ブ ナ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 堂山 県 水 無 , 13-VII-1996. 

Hp: *Quercus acutissima Carruthers クヌギ (Fagaceae ブナ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 」] 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 城山 , 22-V-1996. 

16. Phialodes rufipennis Roelofs, 1874 アシ ナガ オト シ プ ミ 

Hp: Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 堂山 県 栃 折 峠 , 13-VI-1996; 35 cxs., 古沢 , 27-V-1997. 

Hp: Quercus acutissima Carruthers クヌギ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 4 exs., 冨山 県 城山 ,22-V-1996: 1 ex., 栃 折 峠 25-V-1996. 

Hp: Quercus crispula B1. ミズ ナラ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 栃 折 峠 , 13 -VI-1996. 

Hp: Quercus serrata Thunb. ex Murray コナ ラ (Fagaceae ブナ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex。 営 山県 城山 , 14-V-1996: 2 exs., 同 产地 , 11-VI-1996: 11 exs.", 同 産地 , 19-V-1997. 


v. Tribe Euopsini ルリ オト シブ ミ 族 
17. Euops (Synaptops) konoi Sawada et Morimoto, 1985 ナラ ルリ オト シブ ミ 
Hp: Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ (Fagaceae ブナ 科 ) 
Cr Exam.: 1 ex. 富山 県 三田 , 19-V-1996: 2 exs., 同 産地 , 4-VII-1997; 3 exs., 栃 折 峠 , 13-VI-1996: 1 ex., 同 产地 , 26-VI- 
1996: 2 exs., 大 岩 , 20- VI-1996. 
Hp: Quercus crispula Bl. ミズ ナラ (Fagaceae ブナ 科 ) 
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Cr Exam.: 2 exs。 富山 県 馬場 島 , 29-VI-1996; 1 ex., 芦 風 寺 , 17-V-1997; 1 ex。 栃 折 峠 , 18-V-1997; 4 exs., 长 野 具 吉文 峰 
高原 , 24-V1-1997. 

18. Euops (Synaptops) lespedezae し espegezge Sharp, 1889 ハギ ルリ オト シ プ ミ 

Hp: Zespedeza sp. ハギ 属 の 一 種 (Leguminosac マメ 科 ) 

Cr Exam.: 3 exs., 長野 県 邑 ケ 峰 高 原 , 24-VI-1997. 

19. Euops (Synaptops) politus (Roelofs, 1874) ケシ ルリ オト シ プ ブ ミ 

Hp: Carpinus spp. ジ デ 類 (Betulaceae カバ ノ キ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 大 岩 , 20- VI-1996. 

20. Euops (Synaptops) punctatostriatus (Motschulsky, 1860) ル リオ トシ プ ミ 

Hp: Rhus ambigua Lavall. ex Dipp. ツタ ウル シ (Anacardiaceae ウル シン 科 ) 

Cr Exam.: 10 exs.”。 富山 県 水 無 。13-VII-1996. 

Hp: Reynoutria japonica Houtt イタ ドリ (Polygonaceae タデ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 片貝 川 , 12-VI-1996: 7 exs., 有 峰 , 2-VII-1996: 2 exs., 立山 美女 平 , 20-VII-1996: 27 exs.。 岐阜 県 
平湯 峠 , 6- VII- 1996; 3 exs., 同 产地 , 8-VIII-1996; 5 exs. 白水 滝 ,26-VI-1997: 2 exs., 長野 県 霧 ケ ケ 峰 高原 , 24-VI-1997. 

Hp: Reynoutria sachalinensis (Fr Schm.) Nakai オオ イタ ドリ (Polygonaceae タデ 科 ) 

Cr Exam.: 11 exs。 富山 県 片貝 川 , 12-VI-1996: 1 ex 同 産地 , 15-VI-1996: 1 ex., 立山 美女 平 , 20-VII-1996; 1 ex., 栃 折 
峠 28-V-1997. 

Hp: Astilbe thunbergii (Sieb. et Zucc.) Miq. var congesta H. Boiss. ト リア シシ ョ ウマ (Saxifragaceae ユ キノ シ 夕 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 片貝 川 ,10-V-1997. 

Hp: Rodgersia podophylla A. Gray ヤグ ル マ ソ ウ (Saxifragaceae ユキ ノシ タ 科 ) 

Cr Exam.: 16 exs., 富山 県 有 峰 , 2-VII-1996; 1 ex. 馬場 島 , 12-VI-1996 1 exs., 岐阜 県 平湯 峠 。 6-VII-1996: 2 exs. 長野 
県 安房 峠 。24-VI-1997. 

21. Euops (Synaptops) splendidus Voss, 1930 カシ ルリ オト シブ ミ 

Hp: *4cer sp. カエ デ 属 の 一 種 (Aceraceage カ エ デ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] ( 摂 食 の み ) 

Ad. Exam.: 1 ex., 冨山 県 伊 折 ,28-V-1997 

Hp: *Viburnum dilatatum Thunb. ex Murray ガマ ズミ (Caprifoliaceae スイ カズ ラ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 」( 摂 食 の 


Ad. Exam.: 1 ex., 富山 県 古沢 .3-VII-1997. 

Hp: *Robinia pseudoacacia L. 二 セア カシ ア (Leguminosae マメ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] ( 摂 食 の み ) 

Ad. Exam.: 1 ex.,: 富山 県 城山 19-V-1997. 

Hp: Wisteria floribunda (Willd.) DC. フジ (Leguminosae マメ 科 ) 

Cr Exam.: 1 ex., 富山 県 城山 , 18-V-1996: 4 exs., 同 产地 , 20-V-1996: 1 ex., 23-V-1996: 3 exs., 14-VI-1996: 1 ex., 19-V- 
1997: 3 exs., 庫 山 県 芦 骸 寺 , 17-V-1997. 

Hp: Reynoutria japonica Houtt イ タ ド リ (Polygonaceae タデ 科 ) 

Cr Exam.: 2 exs., 富山 県 片貝 川 , 12-VI-1996: 1 ex., 同 産地 ,15-VI-1996: 1 ex., 上 仁 歩 , 4-V-1997: 4 exs., 岐阜 県 横幅 ,17 
-VI-1995: 1 ex., 白水 滝 , 26- VI-1997. 

Hp: Reynoutria sachalinensis (Fr Schm.) Nakai オオ イタ ドリ (Polygonaceae タデ 科 ) 

Cr Exam.: 2 ex., 富山 県 片貝 川 , 12- VI-1996: 1 ex., 同 産地 , 15- VI-1996, 

Hp: *Salix integra Thunb. イ ヌコ リヤ ナギ (Salicaceae ヤナ ギ 科 ) [Uehara & Suzuki 準備 中 ] 

Cr Exam.: 6 exs., 富山 県 片貝 川 , 17-VI-1997: 4 exs., 岐阜 県 白水 滝 , 26-VI-1997. 

Hp: *Salix sp. (Salicaceae ヤ ナギ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 

Cr Exam.: 2 exs., 岐阜 県 白水 滝 , 26-VI-1997. 

Hp : *Zelkova serrata (Thunb.) Makino ケヤキ (Ulmaceae ニレ 科 ) [Uehara & Suzuki, 準備 中 ] ( 摂 食 の み ) 

Ad. Exam.: 6 exs. 富山 県 二 上 山 ,29-IV-1997. 

Hp : *Callicarpa mollis Sieb. et Zucc. ヤブ ムラ サキ (Vervenaceae クマ ツ ヅ ラ 科 )[Uehara & Suzuki, 準備 中 」( 摂 食 の み ) 
Ad.Exam.: 1 ex., 富山 県 三田 , 27-IV-1997. 
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表 2 


日 本 産 オ トシ ブ ミ 類 の 寄主 補 物 利用 範囲 


Host range of the Japanese Apoderinae and Attelabinae 


寄主 植物 利用 範囲 Host Range 


種 名 Species 1 属 以内 
M 

ナミ Apog. jekelii 

ヒメ クロ Apod. erythrog. 

セア カ ヒ メ Apod. geminus 

ウス モン Apod. balteatus 

ムツ モン Apod. praecellens 

ウス アカ Apod. rubidus 

ゴマ ダラ Paropl. pardalis 

ヒメ ゴマ ダラ Paropl. vanvol. 

ヒメ コブ Phymato. pavens 

オオ コブ Phymato. suborn. 

エゴ ッ ツル クビ Cycnot. roelof 〇 

アカ クビ ナガ Parac. nigric. 

キイ ロ ヒ ゲ ナ ガ Parat. fulvus 

ヒゲ ナガ Parat. longicornis 

ルイ ス ア シナ ガ 有 en/c. lewis. 

ビロード アシ ナガ Himat. cupr. 

アシ ナガ Phial. rufipennis 

コブ ルリ Euops pustulosus 

ナラ ルリ Euops konoi 

ハギ ルリ Euops lespedezae 

ケシ ルリ Euops politus 

ルリ Euops punctatostriatus 


1 科 以 内 


1~2 科 3~5 科 6~10 科 11 科 以上 
0 P P P 
の 
(©) 
OO 
QO 
O 
QO 
QO 
⑥ 
Q 
QO 
⑥ 
局 
的 
全 
QO 
QO 
⑥ 
QO 
Q 
〇 


カシ ルリ Euops splendidus QO 
種 名 は 略し た . 詳し く は , 表 1 を 参照 され た い 。[Uehara & Suzuki (準備 中 ) に よる 。」 


寄主 植物 に つい て 種々 ご 教示 いた だ いた 鳴 橋 直弘 博 
士 (富山 大 学 ) 並び に 本 稿 の 公表 に 格別 の ご 高配 を い 
た だ いた 根来 尚 博士 (富山 市 科学 文化 セン ター) に 
深謝 する 。 
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